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特　
　

集〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
の
「
生
成
」

― 

満
洲
国
・
中
国
に
お
け
る
在
外
指
定
学
校
の
増
殖 

―

福　
　

嶋　
　

寛　
　

之

は
じ
め
に

　

筆
者
は
先
に
旧
制
福
岡
高
等
商
業
学
校
（
一
九
三
四
年
開
校
）
を
事
例
に
、
戦

前
期
日
本
に
お
け
る
植
民
地
か
ら
の
進
学
／
植
民
地
へ
の
就
職
の
状
況
に
つ
い
て

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

（
（
（

。
そ
の
場
合
、
単
純
に
日
本
列
島
の
外
か
ら
入
学
し
た
学

生
の
主
な
出
身
校
を
拾
っ
て
い
け
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
（
傍
線
は
引

用
者
）。

　
　

�

京
城
中
、
平
壌
中
、
釜
山
中
、
龍
山
中
、
新
義
州
高
等
普
通
学
校
、
咸
興
高

等
普
通
学
校
、
釜
山
商
、
元
山
商
、
台
北
一
中
、
基
隆
中
、
大
連
一
中
、
旅

順
中
、
奉
天
一
中
、
安
東
中
、
撫
順
中
、
鞍
山
中
、
青
島
中
、
天
津
商
、
上

海
商

（
（
（

　

右
は
お
そ
ら
く
他
の
学
校
で
も
確
認
で
き
る
一
般
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。
先

頭
か
ら
植
民
地
の
朝
鮮
・
台
湾
で
の
学
校
が
並
び
（
朝
鮮
人
の
多
く
が
在
籍
し
た

高
等
普
通
学
校
も
含
ま
れ
て
い
る
）、
続
い
て
租
借
地
関
東
州
で
の
学
校
が
並
ん

だ
後
、
傍
線
が
付
さ
れ
た
満
鉄
附
属
地
お
よ
び
中
国
租
界
な
ど
で
の
学
校
が
続
い

て
い
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
全
て
は
日
本
臣
民
を
対
象
と
し
た
学
校
で
あ

り
、
外
国
政
府
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
外
国
人
向
け
の
学
校
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

当
然
、
彼
等
は
留
学
生
で
は
な
く
日
本
臣
民
と
し
て
日
本
「
内
地
」
の
高
等
教
育

機
関
に
進
学
し
て
く
る
学
生
た
ち
だ
っ
た
（
当
時
、
旧
制
福
岡
高
商
に
留
学
生
規

定
は
な
か
っ
た
）。
む
ろ
ん
こ
こ
に
は
植
民
地
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
う
ち
植
民
地
（「
外
地
」）
で
の
公
立
学
校
で
も
な
い
、
傍
線
を
付

し
た
外
国
に
設
置
さ
れ
た
学
校
は
「
在
外
指
定
学
校
」
と
呼
ば
れ
る
範
疇
に
は
い

る
も
の
で
、
多
く
は
外
務
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
昨
今
、
戦
前
期
日
本
の
高
等

教
育
機
関
に
日
本
列
島
外
か
ら
の
入
学
者
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、

日
本
臣
民
の
入
学
者
に
限
定
し
て
も
実
に
多
様
な
地
域
か
ら
多
様
な
ル
ー
ト
で

入
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
稿
は
、
日
本
列
島
の
外
か
ら
の
進
学
と
い
っ
た

場
合
、
そ
も
そ
も
そ
の
外
と
は
ど
の
よ
う
な
世
界
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
関
心
か

ら
、
植
民
地
＝「
外
地
」
の
さ
ら
に
外
側
に
位
置
し
た
外
国
で
の
日
本
人
学
校
＝

在
外
指
定
学
校
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
述

べ
る
に
あ
た
っ
て
制
度
の
概
要
か
ら
確
認
し
た
い
。

　

在
外
指
定
学
校
と
は
、
一
九
〇
五
年
三
月
の
法
律
六
四
号
に
て
「
在
外
国
本
邦

人
ノ
為
ニ
設
置
シ
タ
ル
学
校
ニ
シ
テ
外
務
大
臣
及
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
モ
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（
（
（

」
と
規
定
さ
れ
た
学
校
を
指
し
、
指
定
を
う
け
た
学
校
の
教
職
員
に
日
本
国
内

と
同
様
の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
で
良
質
の
教
員
確
保
を
意
図
し
て
始
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
先
の
法
律
六
四
号
が
「
在
外
指
定
学
校
職
員
退
隠
料
及
遺

族
扶
助
料
法
」
と
い
う
名
称
を
も
ち
、
一
九
二
三
年
に
は
恩
給
法
に
吸
収
さ
れ
て

い
く
経
緯
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
た
だ
就
学
者
か
ら
す
れ
ば
現
実
と
し
て
日
本
国

内
と
往
来
す
る
こ
と
か
ら
相
互
の
学
校
接
続
（
転
入
学
や
受
験
資
格
）
が
問
題
と

な
る
。
当
初
、
そ
れ
は
個
別
の
学
校
ご
と
に
文
部
省
が
審
査
を
行
っ
て
い
た
が
、

や
が
て
事
務
上
の
煩
雑
を
理
由
と
し
て
、
在
外
指
定
学
校
一
律
に
接
続
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
在
外
指
定
学
校
は
、
制
度
的
に
は
日
本
内
地
、
そ

し
て
既
に
そ
れ
と
の
接
続
関
係
を
有
し
て
い
た
植
民
地
＝
外
地
の
教
育
機
関
と
も

相
互
に
接
続
可
能
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
特
別
な
手
続
き
な
し
に
内
地
高
等
教

育
へ
の
進
学
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
後
見
て
い
く
よ
う
に
、
在
外
指
定
学
校
は
当
初
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ

た
。そ
う
し
た
な
か
一
九
三
〇
年
代
以
降
の「
満
洲
国
」・
中
国
に
て
爆
発
的
に「
増

殖
」
す
る
。
こ
の
推
移
か
ら
す
れ
ば
、
さ
し
あ
た
り
在
外
指
定
学
校
の
増
殖
は
日

本
帝
国
の
膨
張
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
予
測
で
き
る
。
実
際
、
在
外
指
定
学
校

制
は
日
本
帝
国
崩
壊
後
の
一
九
四
六
年
に
消
滅
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
在

外
指
定
学
校
は
日
本
内
地
の
み
な
ら
ず
他
の
外
地
の
学
校
と
も
接
続
関
係
を
有
し

た
。
よ
っ
て
こ
こ
で
出
現
す
る
学
校
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
体
を
〈
帝
国
の
教
育

圏
〉と
表
現
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
日
本
国
内
の
高
等
教
育
機
関
か
ら
す
れ
ば
、

同
時
期
、
そ
の
外
側
で
増
殖
し
た
在
外
指
定
学
校
に
よ
っ
て
膨
張
し
続
け
た
〈
帝

国
の
教
育
圏
〉
の
な
か
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
圏
域
拡
大
の

直
接
の
要
因
と
な
る
在
外
指
定
学
校
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
増
殖
し
、

そ
れ
は
進
学
を
め
ぐ
る
日
本
列
島
の
内
と
外
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
っ

た
の
か
を
基
本
的
な
問
題
関
心
と
す
る
。
以
下
、
在
外
指
定
学
校
の
全
体
的
な
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
本
稿
で
の
具
体
的
な
課
題
を
提
示
し
て
い
き
た
い
。

　

在
外
指
定
学
校
の
制
度
の
輪
郭
や
指
定
の
状
況
に
つ
い
て
は
か
な
り
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
た
だ
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
の
意
味
づ
け
に
つ
い
て
の
検
討

は
十
分
で
は
な
い
。
次
頁
の
【
表
１
】
は
渡
部
宗
助
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、

在
外
指
定
学
校
の
指
定
地
域
・
学
校
種
別
・
時
期
を
示
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る

（
（
（

。
こ

の
表
か
ら
一
目
瞭
然
な
の
は
、
圧
倒
的
多
数
が
初
等
教
育
機
関
（
小
学
校
）
で
あ

る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、 

時
期
的
・
地
域
的
な
偏
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

一
九
三
〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の
最
後
の
一
五
年
間
に
満
洲
国
と
中
国
に
て
爆

発
的
に
増
殖
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
時
期
、
こ
の
地
域
で
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
増

殖
を
と
げ
て
い
く
の
か
を
ま
ず
は
検
討
課
題
と
す
る
。
そ
の
際
、
数
と
し
て
は
小

学
校
が
大
半
を
占
め
る
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
中
学

校
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
中
学
校
ま
で
出
来
た
こ
と
で
、
初
等

－

中

等
教
育
と
い
う
本
来
の
連
結
関
係
が
現
地
で
形
成
さ
れ
、
濃
密
な
教
育
圏
が
形
成

さ
れ
た
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
満
洲
国
の
開
拓
地
と
い
え
ど
も
無

縁
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
見
る
。
一
方
、
在
外
指
定
学
校
の
就
学
対
象
は
日
本
臣

民
で
あ
っ
た
か
ら
当
然
、
植
民
地
人
も
含
ま
れ
る
。
よ
っ
て
植
民
地
人
の
参
画
状

況
に
つ
い
て
も
検
討
を
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
在
外
指
定
学
校
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
満
洲
国
・
中

国
で
爆
発
的
に
増
殖
し
た
。
し
か
し
逆
か
ら
み
る
と
、
こ
の
最
後
の
場
面
を
除
け

ば
ほ
と
ん
ど
存
在
感
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
ま
で
少
な

い
の
か
。
そ
の
よ
う
な
目
で
再
び
【
表
１
】
を
見
る
と
、
大
量
の
日
本
人
移
民
が
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渡
っ
て
い
っ
た
は
ず
の
南
米
・
北
米
に
つ
い
て
は
ペ
ル
ー
を
除
い
て
皆
無
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
地
域
で
は
、
日
本
人
に
よ
る
学
校
が
出
来
た
と
し

て
も
在
外
指
定
学
校
で
は
な
く
、
日
本
の
国
内
教
育
機
関
と
は
制
度
的
に
切
れ
て

い
た
。
本
稿
で
の
分
析
の
基
底
と
し
て
、
広
く
在
外
日
本
人
教
育
に
対
す
る
日
本

国
家
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
留
意
す
る
。
こ
れ
は
本
稿
で
直
接
に
は
扱
わ

な
い
南
米
・
北
米
の
移
民
地
の
み
な
ら
ず
、
本
稿
で
の
分
析
舞
台
と
な
る
満
洲

国
・
中
国
で
の
在
外
指
定
学
校
の
（
自
己
）「
増
殖
」
と
い
う
場
面
で
も
通
底
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
で
最
初
に
確
認
し
て
い
く
よ
う
に
、
在

外
指
定
学
校
制
の
最
大
の
特
徴
は
日
本
国
家
と
し
て
の
関
与
が
限
定
的
な
点
、
つ

ま
り
は
現
地
日
本
人
に
自
助
を
求
め
る
点
に
あ
っ
た
。
在
外
日
本
人
の
教
育
に
対

す
る
日
本
国
家
と
し
て
関
与
は
限
定
的
で
あ
り
な
が
ら
、
現
地
日
本
人
に
よ
る
学

校
は
爆
発
的
に
増
殖
を
と
げ
て
い
く
。
本
稿
が
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
の
意
識
的
な

構
築
と
い
う
よ
り
「
生
成
」
と
表
現
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
基
づ
い
て
い

る
。
本
稿
の
最
後
に
、
広
く
在
外
日
本
人
教
育
に
対
す
る
日
本
国
家
と
し
て
の
ス

タ
ン
ス
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

第
一
章　

在
外
指
定
学
校
制
の
特
徴

　

本
章
で
は
在
外
指
定
学
校
の
増
殖
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
前
提
作
業
と
し

て
、
制
度
的
な
特
徴
の
確
認
を
目
的
と
す
る

（
（
（

。

　

第
一
に
、
あ
く
ま
で
現
地
日
本
人
団
体
を
主
体
と
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
言
う
団
体
と
は
、
中
国
で
は
居
留
民
団
や
居
留
民
会
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
日
本

人
会
が
一
般
的
で
、
満
鉄
附
属
地
で
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
が
該
当
す
る

（
（
（

。
さ

国別＼学校種別

初
等
学
校
数

中等諸学校数

計

年度別指定（新規）校数

中
学校

高等
女学
校

実業
学校

青年
学校（小計）

1906
～10

1911
～15

1916
～20

1921
～25

1926
～30

1931
～35

1936
～40

1941
～45

南朝鮮 21 1 3 1 （5） 26 21 5 ― ― ― ― ― ―
北朝鮮 8 8 7 1 ― ― ― ― ― ―
中国（東北部を除く） 141 10 20 16 28 （74） 215 2 2 9 16 7 10 67 102
中国東北部（旧満洲国） 386 13 21 10 31 （75） 461 13 9 6 16 9 53 231 124
中国東北部（旧関東州） 2 （2） 2 1 1
ソ連 1 1 1
イギリス 1 1 1
フィリピン 16 16 1 1 2 12
シンガポール 1 1 1
インドネシア 7 7 1 4 2
インド 2 2 1 1
タイ 1 1 1
マレーシア 4 4 1 3
ペルー 2 2 1 1
ビルマ 1 1 1
ベトナム 3 3 3

計 595 24 44 29 59 （156） 751 43 19 18 34 26 65 317 229
（注）�渡部宗助編『在外指定学校一覧（1906～ 1945）』（国立教育研究所、1982年）48頁。なおチリにカウントされたも

のについてはペルーに修正している。

【表１】在外指定学校の国別・学校種別・年度別指定校数
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て
、
そ
も
そ
も
在
外
指
定
を
受
け
る
以
前
に
学
校
が
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
設
置
の
申
請
は
現
地
日
本
人
団
体
の
ほ
う
か
ら
領
事
に
対
し
て
行
わ
れ

る
。
そ
れ
を
領
事
が
認
可
し
監
督
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
学
校
は
民
団
立
な

ど
の
形
を
と
っ
た
。
こ
こ
で
は
領
事
ま
し
て
や
本
国
政
府
が
学
校
を
設
置
す
る
わ

け
で
は
な
い
点
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
そ
の
後
、
学
校
経
営
が
軌
道
に
乗
る
と
、

本
国
政
府
あ
て
に
在
外
指
定
の
申
請
が
行
わ
れ
る
。
本
国
政
府
と
接
点
を
も
つ
の

は
こ
の
段
階
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
未
指
定
で
あ
れ
ば
本
国
政
府
と
接
点
が
な
い

ま
ま
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
に
そ
も
そ
も
現
地
の
領
事
す
ら
関
知
し
な
い
私
塾
の

よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
在
外
指
定
の
申
請
を
行
う
の
も
や
は
り
現
地
日

本
人
団
体
で
あ
っ
た
。
自
ら
必
要
書
類
を
作
成
し
、
領
事
を
通
じ
て
本
国
外
務
・

文
部
大
臣
あ
て
に
提
出
さ
れ
る

（
（
（

。

　

第
二
に
、基
本
的
に
現
地
日
本
人
団
体
の
自
助
と
さ
れ
た
。学
校
経
営
に
あ
た
っ

て
の
予
算
収
入
を
み
る
と
、
現
地
日
本
人
団
体
が
居
留
民
か
ら
徴
収
す
る
会
費
や

課
金
、
受
益
者
負
担
と
し
て
の
授
業
料
、
そ
し
て
時
折
、
現
地
日
本
企
業
か
ら
の

寄
付
金
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
僅
か
ば
か
り
の
政
府
補
助
が
加
わ
る
。
例
え
ば
北
京

居
留
民
団
立
北
京
日
本
中
学
校
（
一
九
三
九
年
開
校
）
の
予
算
収
入
の
内
訳
を
概

数
で
み
る
と
、
授
業
料
〇
・
七
万
円
、
民
団
繰
入
金
一
・
三
万
円
、
満
鉄
か
ら
二
・

一
万
円
、国
庫
補
助
〇
・
八
万
円
と
な
っ
て
い
る

（
（
（

。国
庫
の
比
率
は
二
割
に
過
ぎ
ず
、

半
分
近
く
が
満
鉄
か
ら
の
寄
付
と
な
っ
て
い
る
。
満
鉄
が
関
わ
る
の
は
、
北
京
日

本
中
学
校
の
保
護
者
の
多
く
が
満
鉄
北
支
事
務
局
（
後
、華
北
交
通
）
の
社
員
だ
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
支
出
の
多
く
を
占
め
た
の
が
教
員
の
給
与
で
あ
っ
た
。
教

員
の
任
命
権
は
形
式
上
、
領
事
に
あ
っ
た
が
雇
用
主
は
あ
く
ま
で
現
地
日
本
人
団

体
で
あ
る
。
招
聘
に
あ
た
っ
て
領
事
を
経
て
本
国
政
府
か
ら
紹
介
を
受
け
る
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
縁
故
採
用
も
多
く
、
夫
婦
で
教
員
と
い
う
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
現
地
日
本
人
団
体
に
よ
る
自
助
を
基
本
と
す
れ
ば
、
運
営
は
母
体
と
な
る
団
体

の
規
模
に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
上
海
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
児
童
数
千
人

近
い
マ
ン
モ
ス
校
、領
事
・
企
業
駐
在
員
の
子
弟
が
通
う
富
裕
校
が
あ
る
一
方
で
、

英
領
マ
レ
ー
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
児
童
数
約
一
〇
名
と
い
っ
た
学
校
ま
で
存
在
す

る
（
（1
（

。
当
然
、
廃
校
も
あ
り
う
る
。
同
じ
在
外
指
定
学
校
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も

内
実
は
相
当
幅
が
広
い
の
で
あ
っ
て
、
内
地
高
等
教
育
機
関
に
進
学
す
る
よ
う
な

名
門
中
学
校
だ
け
に
代
表
さ
せ
る
と
捉
え
損
ね
て
し
ま
う
。

　

第
三
に
、
在
外
指
定
学
校
制
は
第
一
義
的
に
は
恩
給
支
給
と
い
っ
た
教
員
待
遇

の
改
善
（
と
優
良
教
員
の
確
保
）
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
国
内
学
校

と
の
接
続
、
す
な
わ
ち
国
内
学
校
と
「
同
一
ノ
取
扱
ヲ
受
ク
」
と
の
規
定
は
後
か

ら
追
加
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
当
初
、
そ
れ
ら
の
特
典
付
与
は
学
校
ご
と
に
文
部

省
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
た
が
、
後
に
在
外
指
定
学
校
一
律
に
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

（
（1
（

。
留
意
す
べ
き
は
、
そ
の
際
の
理
由
が
国
内
同
等
の
教
育
水
準
の
担
保

と
い
う
も
の
で
は
な
く
事
務
的
煩
雑
さ
の
解
消
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、「
各
別
ニ
之
カ
手
続
ヲ
執
ル
ノ
繁
ヲ
避
ケ
此
際
之
ヲ
一
括
シ
テ
…
…
同
一

ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
得
ラ
ル
ル
様

（
（1
（

」
と
。
つ
ま
り
在
外
指
定
学
校
制
は
、
日
本
の
国
内

学
校
を
国
外
で
拡
大
さ
せ
た
り
、
国
外
で
育
っ
た
人
材
を
国
内
に
還
流
さ
せ
る
目

的
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
進
学
を
前
提
と
し
な
い
勤
労
青
年
向

け
の
青
年
学
校
が
在
外
指
定
を
受
け
て
い
る
点
か
ら
も
分
か
る
。
当
時
の
教
育
学

の
辞
典
で
も
、
在
外
指
定
学
校
は
教
員
待
遇
の
制
度
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

　

第
四
に
、
原
則
と
し
て
国
内
教
育
の
コ
ピ
ー
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

現
地
事
情
を
加
味
し
た
副
読
本
（『
満
洲
補
充
読
本
』
な
ど
）
や
現
地
語
教
授
（
英
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語
、
中
国
語
な
ど
）、
そ
の
ほ
か
現
地
の
慣
習
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
旗
の
掲
揚
な
ど
）

が
追
加
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
た
だ
学
則
上
、
依
拠
さ
れ
る
法
令
は
基
本
的
に

日
本
国
内
の
教
育
令
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
よ
っ
て
小
学
校
で
あ
れ
ば
文
部
省
編
纂
の
国
定

教
科
書
が
使
用
さ
れ
、
在
外
指
定
を
受
け
れ
ば
教
育
勅
語
の
下
付
や
御
真
影
の
下

賜
も
あ
っ
た
。
一
方
、
多
く
の
学
校
で
は
小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
児
童
数
は
入

学
時
の
半
分
程
度
に
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
親
の
都
合
や
内
地
学
校
の
受
験
の
た

め
に
帰
国
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
移
動
を
前
提
と
す
る
意
味
で
も

日
本
国
内
の
教
育
に
揃
え
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

第
五
に
、
在
外
指
定
学
校
の
大
半
は
小
学
校
で
あ
っ
た
。
義
務
教
育
は
属
地
主

義
で
適
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
日
本
人
（
内
地
人
）
対
象
の
小
学
校
と
い
え
ど
も
義

務
教
育
で
は
な
い
。
よ
っ
て
中
等
教
育
ま
で
整
備
す
る
の
は
財
政
上
大
き
な
負
担

で
、
大
規
模
居
留
民
団
を
擁
す
る
都
市
部
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
仮

に
中
等
教
育
機
関
ま
で
置
か
れ
る
場
合
、
最
初
に
置
か
れ
る
の
は
高
等
女
学
校
で

（
親
元
か
ら
通
わ
せ
た
い
た
め
）、
そ
の
次
に
実
業
学
校
で
、
中
学
校
ま
で
設
置
さ

れ
る
の
は
極
め
て
稀
だ
っ
た
。
む
し
ろ
中
学
校
の
場
合
は
そ
の
先
の
高
等
教
育
へ

の
進
学
を
考
え
れ
ば
初
め
か
ら
内
地
に
進
学
し
た
ほ
う
が
有
利
と
判
断
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
実
際
、
中
国
や
満
洲
か
ら
日
本
内
地
へ
の
受
験
は
物
理
的
に
可
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
後
見
る
一
九
三
〇
年
代
の
満
洲
国
・
中
国

で
中
学
校
ま
で
も
が
急
増
し
て
い
く
現
象
は
、
新
た
な
局
面
の
到
来
と
言
う
べ
き

も
の
で
分
析
を
要
す
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
在
外
指
定
学
校
制
の
特
徴
を
見
て
い
く
と
、
当
初
、
指

定
の
数
が
意
外
に
少
な
か
っ
た
事
情
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
現
地
領
事
・
本
国

政
府
を
起
点
と
し
た
学
校
の
設
置
・
指
定
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
現
地
日
本
人
の

要
請
を
後
追
い
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
外
務
省
は
、
在
外
指
定
学
校
に

関
す
る
規
定
に
つ
い
て
「
学
校
ノ
指
定
ヲ
受
ク
ル
ニ
必
要
ナ
ル
條
件
ヲ
定
ム
ル
ニ

過
キ
ス
シ
テ
国
内
教
育
行
政
権
ヲ
国
外
ニ
拡
充
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
述

べ
て
い
る

（
（1
（

。
内
部
文
書
で
あ
る
だ
け
に
、
帝
国
日
本
の
拡
張
欲
求
を
覆
い
隠
す
も

の
と
無
理
に
理
解
す
る
必
要
は
な
い
。
事
実
、
こ
の
後
に
は
「
若
シ
南
洋
方
面
ニ

於
テ
排
日
論
者
カ
我
在
外
指
定
学
校
ヲ
捉
ヘ
…
…
教
育
主
権
ノ
侵
害
ナ
リ
等
ノ
排

日
論
ヲ
提
唱
ス
ル
」
場
合
あ
れ
ば
厄
介
、
こ
の
際
、「
指
定
ハ
之
ヲ
取
止
メ
」
る

べ
き
と
続
く
。
排
日
が
予
想
さ
れ
れ
ば
指
定
を
す
ぐ
に
控
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

だ
っ
た
。

　

以
上
、
日
本
政
府
と
し
て
は
い
か
に
在
外
指
定
学
校
へ
の
関
与
が
限
定
的
で

あ
っ
た
か
、
ま
し
て
そ
れ
を
積
極
的
に
拡
張
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
に
乏
し
か
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
満

洲
国
・
中
国
で
の
急
増
殖
と
い
っ
た
現
象
が
か
え
っ
て
際
立
つ
。
次
章
で
は
こ
の

点
の
検
討
に
移
り
た
い
。

第
二
章　

在
外
指
定
学
校
増
殖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

　
　
　
　
　
　

― 

人
口
流
入
と
学
校
建
設
ラ
ッ
シ
ュ 

―

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
建
設
の
段
階
で
は
現
地
領
事
の
み
が
関
わ
り
、
そ

の
後
の
在
外
指
定
申
請
の
と
き
か
ら
本
国
政
府
と
の
接
点
を
も
つ
。
よ
っ
て
い
つ

現
地
に
学
校
が
創
設
さ
れ
た
の
か
を
把
握
す
る
の
は
意
外
に
難
し
い
。
た
だ
、
以

下
に
見
て
い
く
満
洲
国
・
中
国
で
は
い
ず
れ
も
学
校
創
設
後
す
ぐ
に
在
外
指
定
の

申
請
が
な
さ
れ
、
ま
た
指
定
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
学
校
新
設
と
在
外
指
定
の
タ



― 60―

福嶋寛之　　〈帝国の教育圏〉の「生成」

イ
ミ
ン
グ
を
近
似
値
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

さ
て
冒
頭
の
【
表
１
】
で
改
め
て
在
外
指
定

≒

学
校
新
設
が
急
増
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
確
認
す
る
と
、
満
洲
国
・
中
国
と
も
事
変
・
事
件
勃
発
後
、
し
ば
ら
く
し

て
と
い
う
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
は
日
本
軍
に
よ
る
占
領
、
つ

い
で
治
安
回
復
、
そ
の
後
に
民
間
人
の
流
入
と
生
活
基
盤
の
構
築
と
い
う
経
過
を

た
ど
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
は
、
湖
北
省
の
大
冶
日
本
国
民
学
校
（
一
九
四
一
年

四
月
開
校
）
の
沿
革
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
傍
線
部
を
結
ん
で
い
く
と
学

校
の
創
設
過
程
が
復
元
で
き
る
（
傍
線
は
引
用
者
）。

　
　

�

支
那
事
変
ヲ
契
機
ト
シ
テ
当
地
ニ
於
ケ
ル
鉄
鋼
資
源
開
発
ノ
為
メ
、
日
本
製

鉄
株
式
会
社
大
冶
鉱
業
所
ノ
事
業
遂
行
ニ
邁
進
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
其
ノ
発
展
ト
共

ニ
同
所
従
業
員
日
ニ
増
加
シ
且
ツ
之
ニ
伴
ヒ
一
般
在
留
邦
人
モ
逐
次
増
加
ノ

傾
向
ヲ
来
ヤ
リ
、
茲
ニ
於
テ
教
育
ノ
事
ハ
一
日
モ
忽
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以

テ
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
日
臨
時
居
留
民
会
ヲ
開
会
シ
尋
常
小
学
校
創
設
ヲ

可
決
シ
同
年
三
月
二
十
五
日
附
在
漢
口
帝
国
総
領
事
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
同
年
四

月
三
日
開
校
シ
引
続
キ
現
在
ニ
至
ル

（
（1
（

　

当
地
は
天
津
か
ら
鉄
道
を
南
下
し
て
そ
の
先
端
部
分
、
す
な
わ
ち
占
領
地
最
前

線
に
あ
た
る
。
見
て
の
通
り
、
軍
事
占
領
後
、
資
源
開
発
の
た
め
の
国
策
会
社
が

創
設
さ
れ
、
そ
こ
に
従
業
員
そ
し
て
他
の
一
般
日
本
人
が
入
り
込
み
急
速
に
人
口

が
増
加
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
現
地
居
留
民
会
が
小
学
校
の
創
設
を
決
議
し
、
領

事
の
認
可
を
経
て
開
校
へ
と
至
る
。
史
料
は
こ
こ
で
終
わ
る
が
、
在
外
指
定
の
申

請
は
開
校
し
て
半
年
後
、
指
定
は
そ
の
三
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

以
上
の
場
面
で
一
貫
し
て
現
地
領
事
や
本
国
政
府
の
ほ
う
か
ら
動
い
て
い
な
い
こ

と
も
確
認
で
き
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
中
国
内
で
単
に
日
本
人
が
増
え
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ま

で
日
本
人
が
い
な
か
っ
た
地
域
に
ま
で
入
り
込
み
、
学
校
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た

点
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
の
記
事
に
よ
る
と
、
児
童
は
事
変
後
に
「
二
倍
の
激
増

ぶ
り
」、「
然
も
学
校
新
設
の
個
所
は
今
迄
日
本
人
小
学
校
が
全
然
無
か
つ
た
大
同
、

豊
台
、
厚
和
、
石
家
壮
、
保
定
、
包
頭
等
の
皇
軍
奮
戦
の
新
戦
場
の
跡
に
建
設
さ

れ
…
…
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

。
末
尾
に
あ
る
通
り
、
人
々
は
軍
の
後
を
追
い
か

け
る
形
で
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。
で
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
入
り
込
ん
で
い
っ
た

の
か
。
一
九
四
〇
年
現
在
の
外
務
省
統
計

（
（1
（

に
よ
れ
ば
、
中
国
全
体
を
通
じ
て
「
会

社
員
」「
鉄
道
事
業
者
」「
官
公
吏
、
雇
傭
」
が
上
位
を
占
め
、
そ
れ
に
「
物
品
販

売
業
」
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
上
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
占
領
地
に
創
ら
れ
た

所
謂
国
策
開
発
会
社
の
社
員
で
あ
る

（
（1
（

。
当
時
の
史
料
に
も
「
北
支
ノ
人
口
ノ
三
分

ノ
一
以
上
ハ
開
発
系
家
族
ニ
シ
テ
児
童
数
モ
同
様
ノ
割
合
ナ
リ

（
（2
（

」
と
さ
れ
て
い

る
。
河
南
省
の
新
郷
小
学
校
を
例
に
と
る
と
、
保
護
者
の
職
業
の
最
多
は
華
北
交

通
社
員
の
四
六
名
、
つ
い
で
食
料
雑
貨
商
三
〇
名
、
飲
食
店
二
三
名
と
な
っ
て
い

る
（
（2
（

。
華
北
交
通
は
先
に
も
登
場
し
た
が
、
開
発
会
社
＝
北
支
那
開
発
株
式
会
社
が

出
資
す
る
最
大
の
会
社
で
、
満
鉄
の
北
支
事
務
局
を
前
身
と
す
る
こ
と
か
ら
「
北

支
の
満
鉄
」
と
称
さ
れ
た
。

　

以
上
は
、
中
国
で
の
状
況
だ
が
、
満
洲
国
の
場
合
も
継
続
的
な
統
計
は
確
認
で

き
な
い
も
の
の
、
同
様
の
状
況
と
見
ら
れ
る
。
一
九
三
九
年
現
在
で
の
デ
ー
タ
を

み
る
と
、
日
本
内
地
人
の
職
業
は
公
務
自
由
業
二
五
・
一
％
、
工
業
一
八
・
五
％
、

商
業
一
八
％
、農
牧
林
業
一
〇
％
と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
当
時
の
論
説
で
補
強
す
る
と
、

中
小
都
市
で
の
国
民
学
校
の
場
合
、
保
護
者
の
職
業
の
最
多
は
「
所
謂
公
務
自
由

業
」、
具
体
的
に
は
「
日
満
両
国
官
吏
、
国
策
会
社
社
員
、
日
系
、
満
系
学
校
職
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員
等
」、
ほ
か
満
鉄
社
員
と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
後
に
見
る
開
拓
地
と
い
う
重
大
な
例

外
を
除
け
ば
、満
洲
国
で
も
官
公
吏
・
会
社
員
・
商
業
者
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

実
際
、
考
え
て
み
る
と
単
純
労
働
者
で
あ
れ
ば
現
地
で
供
給
可
能
な
わ
け
だ
か

ら
、
こ
の
時
期
、
日
本
占
領
地
で
求
め
ら
れ
た
人
材
と
は
、
新
設
の
国
策
会
社
を

実
務
レ
ベ
ル
で
動
か
す
高
等
教
育
出
身
者
の
内
地
人
で
あ
っ
た
。
当
時
の
就
職
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
み
る
と
、「
特
に
、
新
設
、
新
興
会
社
の
指
導
的
役
目
を
受

持
つ
高
級
社
員
は
、
内
地
人
の
高
等
教
育
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ

（
（2
（

」
と

あ
る
。
中
国
や
満
洲
国
に
流
入
し
て
い
っ
た
人
々
が
相
対
的
に
高
学
歴
者
だ
っ
た

こ
と
は
他
の
史
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年
に
「
外
地
」（
こ
こ
で

は
「
朝
鮮
満
洲
支
那
」）
で
も
行
わ
れ
た
壮
丁
教
育
調
査
に
よ
る
と
、
中
等
学
校

卒
業
以
上
が
内
地
に
比
べ
て
「
著
し
く
多
く
」、
内
地
で
の
平
均
一
〇
・
八
％
に
対

し
三
六
・
一
％
と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
ま
た
下
の
世
代
に
な
る
が
児
童
レ
ベ
ル
で
み
て

も
、天
津
日
本
尋
常
小
学
校
卒
業
生
の
場
合
、八
五
％
が
中
等
教
育
進
学
者
と
な
っ

て
い
る

（
（2
（

。同
時
代
、内
地
の
進
学
率
が
一
五
～
二
〇
％
で
あ
る
か
ら
著
し
く
高
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
当
時
、
北
京
な
ど
で
在
外
指
定
学
校
の
事
務

を
担
当
し
た
大
柴
衛
（
副
領
事
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、

前
線
で
は
「
ど
こ
へ
行
つ
て
も
第
一
が
華
北
交
通
の
社
員
、
第
二
が
料
理
屋
と
相

場
が
決
ま
つ
て
ゐ
る
」。
ま
た
、「
卒
業
生
の
殆
ん
ど
全
部
が
中
等
学
校
に
進
む
こ

と
で
あ
る
」、「
之
は
現
地
邦
人
が
経
済
的
に
可
な
り
餘
裕
あ
る
こ
と
を
も
物
語
る

事
実
で
あ
る
」 

― 

。
先
の
天
津
小
学
校
の
進
学
率
八
五
％
と
い
う
数
字
か
ら
す

れ
ば
、「
殆
ん
ど
全
部
が
中
等
学
校
に
進
む
」
と
見
え
た
だ
ろ
う
。
見
逃
せ
な
い

の
は
、
次
々
に
建
設
さ
れ
て
い
く
日
本
人
学
校
を
「
我
同
胞
発
展
の
跡
」
の
バ
ロ

メ
ー
タ
と
み
な
し
、
以
下
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　

�

国
民
学
校
の
開
設
は
邦
人
が
相
当
入
り
込
ん
で
来
た
こ
と
を
示
す
。
…
…
女

学
校
の
設
立
は
在
留
民
が
そ
の
土
地
に
可
な
り
根
を
は
つ
て
来
た
事
を
吾
人

に
知
ら
す
。
而
し
て
中
学
校
の
設
置
に
至
つ
て
略
完
全
に
邦
人
が
其
所
に
腰

を
下
し
実
力
を
持
つ
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
中
学
校
の
あ
る
所
は

先
づ
内
地
と
考
へ
て
差
支
な
い

（
（2
（

。

　

外
国
で
日
本
人
を
対
象
と
し
た
学
校
は
自
然
に
は
創
ら
れ
な
い
。
先
に
見
た
よ

う
に
、
日
本
軍
を
追
い
か
け
る
形
で
占
領
地
に
大
量
の
日
本
人
が
入
り
込
み
、
現

地
に
日
本
人
社
会
が
形
成
さ
れ
た
と
き
学
校
が
必
要
と
さ
れ
創
ら
れ
た
。
史
料
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
、
現
地
日
本
人
社
会
の
成
熟
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
と
し
て
、
ま

ず
は
国
民
学
校（
小
学
校
）、次
に
高
等
女
学
校
、最
後
に
中
学
校
と
さ
れ
て
い
る
。

　

実
際
、【
表
１
】
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
数
と
し
て
み
れ
ば
小
学
校
、
高
等

女
学
校
、
中
学
校
の
順
に
多
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
か
っ
た
中
学
校
が
こ
の
段
階
に
な
っ
て
続
々
と
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
の

ほ
う
が
見
逃
せ
な
い
。
先
の
引
用
史
料
で
は
、
中
学
校
ま
で
出
来
る
地
点
は
ほ
ぼ

内
地
と
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
大
げ
さ
に
見
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
と

ら
し
め
る
状
況
が
到
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
中
学
校
創
設

を
入
り
口
に
、
ど
の
よ
う
な
世
界
が
出
現
し
た
の
か
を
考
察
し
て
い
こ
う
。

第
三
章　
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
の
膨
張
因
子
と
し
て
の
在
外
指
定
学
校

　

１　

中
学
校
の
創
設
を
め
ぐ
っ
て

－

中
国
内
を
中
心
に

－

　
【
表
２
】
は
中
国
内
で
の
日
本
の
中
等
教
育
機
関
の
設
置
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
日
中
戦
争
勃
発
以
前
、
中
学
校
は
長
ら
く
青
島
中
学
校
の
み
で
あ
っ
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た
が
、
日
中
戦
争
勃
発
後
に
天
津
・
北
京
・
上
海
・
済
南
な
ど
の
大
都
市
に
て
、

続
い
て
太
原
・
開
封
・
張
家
口
・
南
京
な
ど
で
も
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
み

て
と
れ
る
。【
地
図
１
】
で
地
点
を
確
認
す
る
と
、
後
者
は
い
ず
れ
も
内
陸
部
か

つ
鉄
道
要
地
で
あ
る
。
続
い
て
満
洲
国
で
の
場
合
を
【
表
３
】
で
み
る
と
、
早
く

か
ら
満
鉄
附
属
地
の
奉
天
、
鞍
山
、
撫
順
、
安
東
に
て
中
学
校
が
存
在
し
て
い
た

が
、
満
洲
事
変
後
に
や
は
り
増
え
て
い
く
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
は
南
満
州
で
の
都

市
部
か
ら
増
え
始
め
、
そ
れ
が
や
が
て
北
方
に
延
び
る
形
で
、
そ
し
て
急
速
に
増

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。【
地
図
２
】
で
場
所
を
確
認
す
る
と
、
哈ハ

ル
ピ
ン

爾
浜
、
牡

丹
江
、
斉チ

チ

ハ

ル

斉
哈
爾
、
吉
林
、
佳ジ

ャ
ム
ス

木
斯
な
ど
、
い
ず
れ
も
北
方
の
地
方
都
市
そ
し
て

ま
た
鉄
道
要
地
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
鉄
道
こ
そ
が
「
日
本
帝
国
主
義
」
の
大
動
脈

で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
高
等
女
学
校
と
対
比
さ
せ
る
と
、
や
は
り
先
に
創
設
さ
れ
る
の
は
高
等
女

学
校
の
ほ
う
で
、
総
数
も
多
い
。
最
遠
方
に
あ
る
の
も
中
学
校
で
は
な
く
高
等
女

学
校
の
ほ
う
で
あ
る
。【
表
２
・
３
】
お
よ
び
【
地
図
１
・
２
】
で
み
る
と
、
満

洲
国
で
は
海ハ

イ
ラ
ル

拉
爾
・
北
安
・
東
安
、
中
国
で
は
大
同
や
徐
州
や
広
東
な
ど
で
、
こ

れ
ら
に
は
中
学
校
ま
で
は
（
ま
だ
）
な
か
っ
た
。
そ
し
て
以
上
は
あ
く
ま
で
中
等

教
育
の
話
で
あ
り
、
小
学
校
と
な
れ
ば
数
は
は
る
か
に
多
く
、
よ
り
奥
地
に
ま
で

入
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
の
史
料
で
見
た
よ
う
な
、
小

学
校
・
高
等
女
学
校
・
中
学
校
と
い
う
順
番
は
崩
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
中
学
校
が
ほ
ぼ
無
か
っ
た
（
必
要
な
か
っ
た
）
状

況
か
ら
、
中
学
校
ま
で
が
次
々
に
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
現
地
で
の
日
本
人
社
会
が
成
熟
し
た
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
中
学
校
が
出
来
て

い
く
過
程
を
詳
細
に
見
て
い
こ
う
。　

開校年 中学校 高等女学校 実業学校
1916年 青島高女 青島学院実業
1917年 青島中
1920年 上海第一高女
1921年 天津松島高女 青島学院商業
1931年 上海日本商業
1933年 天津商業

（1937年　日中戦争勃発）
1938年 天津中 青島学院紘宇高女
1939年 北京中、上海中 北京第一高女、済南高

女
1940年 石門高女、南京高女 北京商、上海女子商
1941年 済南中 北京第二高女、天津宮

島高女、太原高女、漢
口高女、張家口高女

石門商

1942年 太原中 開封高女、徐州高女、
上海第二高女、広東高
女

厦門商業

1943年 開封中、張家口
中、南京中

大同高女 青島工業、天津工業、
上海第二商

1944年 天津橘立日本高女 上海日本工業、北京日
本工業、石門日本工業、

1945年 蒙彊日本工業

【注】
①�華北については、在北京大日本大使館文化課『北支に於ける文化の現状』
（1943年6月）92～93頁より作成。
②�蒙彊、華中、華南については1943年4月現在のもので、大柴前掲「太平
洋戦争中在支那邦人学校状況」の附録より。
③�下線を付した1944～45年の分（指定者は大東亜大臣）は、渡部前掲表の
在外指定年より開校年を推測。
④中国の場合、一般に学校名に「日本」がはいるが原文表記のままとした。

【表２】中国での日本人中等学校の状況 【表３】満洲国での日本人中学校・高等女学校の状況
開校年 中学校 高等女学校
1919年 奉天一中
1920年 奉天浪速高女
1922年 撫順東七条高女
1923年 鞍山中、撫順中 新京敷島高女・安東京橋高女
1925年 安東中

（1931年　満洲事変勃発）
1933年 新京一中
1934年 鞍山高女・哈爾浜富士高女
1935年 哈爾浜中 奉天朝日高女
1936年 奉天二中 新京錦丘高女・錦州高女
1937年 吉林高女
1938年 斉斉哈爾高女
1939年 牡丹江高女
1940年 新京二中、錦州中、牡丹江中 四平高女、間島高女
1941年 斉斉哈爾中、吉林中 奉天長沼高女、佳木斯高女、

本溪湖高女、阜新高女、営口
高女、新京弥生高女、奉天大
和高女、撫順十条高女、安東
浪速橋高女

1942年 本溪湖中、阜新中、間島中、
佳木斯中、星輝中〔牡丹江〕

遼陽高女、海拉爾高女、通化
高女

1943年 営口中、四平中 新京向陽高女、哈爾浜扶桑高
女

1944年 北安高女、東安高女

【注】『満洲年鑑』（1945年版）268頁より作成。
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【地図１】
【出典】大柴前掲「太平洋戦争中在支邦人学校状況」9頁。
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【地図２】
【出典】在満教務部・関東局官房学務課編『在満日本人教育施設要覧』（1940年度）。

　

一
九
三
九
年
に
開
校
す
る
北
京
日
本
中

学
校
を
事
例
に
と
ろ
う
。
前
掲
『
北
京
日

本
中
学
校
校
史
』
で
開
校
に
至
る
経
緯
を

み
る
と
、
ま
ず
は
北
京
へ
の
在
留
邦
人
の

急
増
、
そ
れ
に
伴
う
小
学
校
児
童
数
の
急

増
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
特
に
中
学
校

設
立
を
居
留
民
団
に
対
し
て
「
強
い
突
き

上
げ
」
を
行
っ
た
の
は
、
華
北
交
通
の
社

員
＝
保
護
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
二
〇
頁
）。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
華
北

交
通
は
満
鉄
北
支
事
務
局
を
前
身
と
す
る

国
策
会
社
で
、
日
中
戦
争
勃
発
後
に
天
津

そ
し
て
北
京
に
拠
点
が
移
さ
れ
た
。
つ
ま

り
満
鉄
が
華
北
に
延
び
て
い
く
形
で
分
離

独
立
し
、
そ
の
社
員
や
家
族
も
華
北
各
地

に
流
れ
込
ん
で
い
く
。
彼
等
は
一
般
に
高

学
歴
で
、
そ
の
子
弟
の
進
学
率
も
高
か
っ

た
と
見
ら
れ
る
。
先
に
北
京
日
本
中
学
校

の
運
営
資
金
が
満
鉄
か
ら
の
寄
付
金
に
多

く
依
存
し
て
い
た
こ
と
見
た
が
、
さ
ら
に

同
社
の
「
御
厚
意
」
に
よ
っ
て
寄
宿
舎
が

設
立
さ
れ
た
と
い
う
（
以
下
、
同
二
四

頁
）。
寄
宿
舎
が
必
要
な
の
は
遠
方
か
ら
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の
進
学
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
現
在
で
の
同
校
保
護
者
の
居
住
地
を
み
る

と
、
張
家
口
、
石
門
、
大
同
、
厚
和
、
新
郷
、
済
南
、
天
津
、
開
封
、
包
頭
、
保

定
、
大
連
な
ど
、
華
北
を
中
心
に
広
く
点
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
寄
宿
舎
を
提

供
し
た
の
は
日
本
国
家
で
は
な
く
華
北
交
通
と
い
う
会
社
で
あ
っ
た
。
在
外
指
定

学
校
の
基
本
は
や
は
り
自
助
な
の
で
あ
る
（
念
の
た
め
に
確
認
す
る
と
、
当
該
学

校
は
あ
く
ま
で
北
京
居
留
民
団
立
で
あ
り
、
華
北
交
通
は
一
寄
付
団
体
と
い
う
関

係
に
あ
る
）。

　

で
は
中
学
校
の
創
設
を
主
張
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
論
理
が
展
開
さ
れ
た
の

か
。
前
掲
文
部
省
文
書
『
恩
給
法
施
行
令
上
在
外
指
定
学
校
』（
第
四
～
六
冊
）

に
所
収
さ
れ
た
各
学
校
の
「
設
立
趣
意
書
」
の
う
ち
、
最
も
網
羅
的
な
形
を
と
っ

た
天
津
日
本
中
学
校
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
（
第
四
冊
所
収

（
（2
（

）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

①
天
津
は
「
北
支
商
権
制
覇
上
邦
人
ノ
最
大
拠
点
ヲ
構
成
ス
ル
」
に
至
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
②
そ
の
発
展
に
は
教
育
施
設
の
完
備
が
不
可
欠
で
、
そ
の
必
要
性
は

事
変
以
来
、
加
速
度
的
に
膨
張
す
る
邦
人
間
で
高
ま
っ
て
い
る
、
③
し
か
し
中
学

校
が
無
い
た
め
旅
順
、
大
連
、
奉
天
、
新
京
ほ
か
遠
く
内
地
に
遊
学
さ
せ
ざ
る
を

得
ず
、
父
兄
・
本
人
の
精
神
的
・
経
済
的
な
負
担
は
大
き
い
、
④
よ
っ
て
安
心
し

て
天
津
で
活
躍
さ
せ
、
ま
た
民
団
の
基
礎
を
固
め
国
家
興
隆
の
根
底
を
培
う
た
め

に
も
中
学
校
が
必
要
で
あ
る 

― 

、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

他
の
地
域
や
他
の
種
別
の
学
校
創
設
の
場
合
で
も
、
概
ね
以
上
の
パ
ー
ツ
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
意
義
づ
け
方
と
し
て
は
、「
随
一
ノ
交
通
ノ
要
衝
ニ
シ

テ
新
文
化
宣
揚
ノ
根
源
地
」
石
門
、「
北
支
那
中
心
地
」
北
京
、「
前
線
基
地
」
太

原
、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
が

（
（3
（

、
そ
の
後
の
展
開
部
分
は
先
の
天
津
中
の
場
合
と

大
差
な
い
。
む
し
ろ
天
津
中
の
場
合
も
含
め
、
目
に
つ
く
の
は
思
っ
た
よ
り
イ
デ

オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
（
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
）
こ
と

で
あ
る
。
稀
に
し
か
登
場
し
な
い
の
で
高
等
女
学
校
の
事
例
も
含
め
て
示
す
が
、

仮
に
主
張
さ
れ
る
と
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
「
日
華
文
化
ノ
交

流
ヲ
図
リ
新
時
代
ノ
精
神
ニ
即
応
セ
ル
大
東
亜
建
設
ノ
一
環
ト
シ
テ
…
…
」（
太

原
日
本
中
学
校
、
第
六
冊
所
収
）、
②
「
興
亜
推
進
力
ト
シ
テ
崇
高
ク
健
カ
ナ
ル

日
本
婦
徳
ヲ
以
テ
光
栄
ア
ル
負
荷
ノ
大
任
ヲ
完
ウ
ス
ベ
キ
子
女
ヲ
育
成
ス
ル
」（
石

門
日
本
高
等
女
学
校
、
第
五
冊
所
収
）、
③
「
皇
軍
ノ
流
血
砕
身
ノ
臣
節
ニ
感
得

セ
シ
メ
東
亜
建
設
ノ
内
助
者
ト
為
ス
ヘ
キ
之
等
子
女
ニ
対
シ
国
民
道
徳
ノ
養
成
並

ニ
婦
徳
ノ
涵
養
ニ
邁
進
セ
ン
為
メ
…
…
」（
徐
州
日
本
高
等
女
学
校
、第
六
冊
所
収
） 

― 

。
言
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
主
張
で
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
特
に
③
の
文

言
は
、
徐
州
か
ら
割
と
近
い
開
封
の
女
学
校
設
立
の
趣
意
書
（
第
六
冊
所
収
）
で

も
ほ
ぼ
同
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
ら
し
き
も
の
が
流
通
し

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
要
す
る
に
、
特
に
際
だ
っ
た
論
理
構
成
や
強
烈

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
主
張
は
な
く
と
も
、
現
地
で
日
本
人
が
膨
張
し
蓄
積
さ

れ
、
進
学
者
の
需
要
が
見
込
め
る
と
い
う
現
実
の
到
来
だ
け
で
、
中
学
校
ま
で
が

創
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

２　

現
地
〈
教
育
圏
〉
の
核
と
し
て
の
中
学
校

　

で
は
、
中
学
校
ま
で
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
の
意
味
は
何
か
。【
表
４
】
は
、

天
津
日
本
中
学
校
の
一
期
生
が
ど
こ
か
ら
ど
れ
だ
け
志
願
し
て
い
る
か
、
商
業
学

校
も
含
め
て
示
し
た
居
留
民
団
に
よ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
見
て
の
通
り
、
思
っ
た

よ
り
狭
い
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
天
津
市
内
の
小
学
校
か
ら
、

次
い
で
近
隣
の
鉄
道
沿
線
都
市
の
小
学
校
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
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け
多
く
の
志
願
者
が
集
ま
る
ほ
ど
、
近
隣
に
日
本
人
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
む
し
ろ
遠
方
か
ら
の
志
願
者
が
少
な
い
の
は
（
し
か
し
皆
無
で
は
な

い
点
も
重
要
で
あ
る
が
）、
天
津
以
外
の
中
国
各
地
に
志
願
者
を
集
め
る
い
わ
ば

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
中
学
校
が
で
き
、
そ
の
周
辺
の
志
願
者
を
集
め
る
密
な
通
学

圏
＝
教
育
圏
が
出
来
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
小
さ
い
な
が
ら
中
学
校
を
核
に
教
育

圏
が
同
心
円
状
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
中
国
内
各
地
で
出
来
あ
が
る
と
の
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
思
っ
た
よ
り
狭
い
エ
リ
ア
か
ら
集
中
的
に
人
が
集
ま
る
（
特
段
、
事

接
出
て
こ
な
い
が
、
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
他
の
「
外
地
」
の
学
校
と
も
接
続
関
係
を

有
す
る
。
こ
う
し
て
出
来
た
ば
か
り
の
学
校
が
即
座
に
多
角
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
さ
れ
、
そ
の
一
角
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ

れ
る
世
界
総
体
は
、
ま
さ
し
く
日
本
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
と
表
現
す
る
に
相
応
し

い
。

　

残
念
な
が
ら
そ
こ
か
ら
輩
出
さ
れ
る
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
に
出
る
頃

に
は
戦
時
動
員
が
始
ま
り
、
や
が
て
敗
戦
・
閉
校
・
引
揚
げ
と
な
る
か
ら
、
人
材

送
出
と
い
っ
た
観
点
か
ら
中
学
校
ま
で
も
が
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
の
意
味
を

測
る
の
は
難
し
い
。
以
下
、
断
片
的
な
史
料
か
ら
う
か
が
う
に
と
ど
ま
る
が
見
て

み
よ
う
。

　

ま
ず
は
中
学
校
か
ら
の
卒
業
生
を
受
け
い
れ
る
高
等
教
育
機
関
の
側
か
ら
み
て

い
こ
う
。
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
満
洲
国
・
中
国
内
の
日
本
人
中
学
校
か
ら
最
も
近

距
離
の
旧
制
高
校
＝
関
東
州
の
旅
順
高
等
学
校
（
一
九
四
〇
年
開
校
）
を
と
り
あ

げ
る
。『
旅
順
高
等
学
校
一
覧
』（
一
九
四
一
～
四
四
年
度
分
）
に
依
拠
し
て
在
籍

者
の
出
身
校
を
み
て
い
く
と
、
多
く
は
大
連
中
や
奉
天
中
な
ど
い
わ
ば
〈
地
元
〉

の
中
学
校
で
占
め
ら
れ
る
が
、
内
地
や
朝
鮮
半
島
の
中
学
校
出
身
者
も
そ
れ
な
り

に
い
る （
当
然
、 

内
地
人
・
植
民
地
人
双
方
い
る
）。
そ
う
し
た
な
か
、 

一
九
四
四

年
度
に
初
め
て
中
国
内
の
日
本
人
中
学
校
か
ら
の
出
身
者
が
現
れ
る
。
具
体
的
に

は
天
津
日
本
中
学
校
・
北
京
日
本
中
学
校
か
ら
各
一
名
で
あ
る
。数
は
少
な
い
が
、

両
校
と
も
卒
業
生
を
出
し
た
ば
か
り
で
あ
り
な
が
ら
、
す
ぐ
に
近
隣
の
旧
制
高
校

へ
の
進
学
者
を
出
し
た
と
い
う
点
を
み
て
と
り
た
い
。

　

肝
心
の
各
中
学
校
に
即
し
て
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
う
か
が
う
一
次
史
料
は

未
入
手
だ
が
、
北
京
日
本
中
学
校
（
一
九
三
九
年
開
校
）
の
関
係
者
に
よ
る
、
戦

天津日本
中学校

天津日本
商業学校 計

天津日本第一日本尋常高等小学校 43 41 84
天津第二日本尋常小学校 37 30 67
天津日本青年学校普通科 9 7 16
明年三月迄ノ転入学生ニ依ル増加 12 12 24
内地満洲ヨリノ呼寄セ数 5 5 10
天津ヨリ山海関迄ノ沿線都市小学校 10 10 20
其他ノ北支一帯都市 0 30 30
天津在住尋常六年聴講生 7 16 23

計 123 151 274
【注】�『在外日本人各学校関係雑件／在北支ノ部／天津日本中学校』（〈１．一般

及雑〉、外務省外交史料館所蔵。JACAR・Ref. B04011968400）第18画像
目より作成。明らかに数値が違う箇所は訂正した。なお青年学校からの
進学は直接ではなく、一旦在籍しておいてからの受験者とみられる。

【表４】天津居留民団「天津中等学校入学志望者調」〔1939年〕

情
無
い
限
り
遠
方
に
移

動
す
る
必
要
が
な
く
な

る
）
所
以
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
う
え
で

重
要
な
の
は
、
同
時
に

そ
れ
ら
は
在
外
指
定
学

校
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
内
地
も
含
め
た

遠
方
と
の
学
校
と
も
接

続
関
係
を
有
す
る
点
で

あ
る
。【
表
４
】
を
再

び
見
る
と
、
五
名
と
わ

ず
か
だ
が
「
内
地
満
洲

ヨ
リ
ノ
呼
寄
セ
数
」
と

の
項
目
が
存
在
し
て
い

る
。
無
論
、
表
に
は
直



広島大学文書館紀要　第22号（2021年）

― 67―

後
に
と
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
て
み
よ
う

（
（3
（

。
該
当
者
は
七
期
生
ま
で
の

約
千
五
百
名
、
そ
の
な
か
で
回
答
数
は
約
二
百
名
と
少
な
く
調
査
自
体
が
困
難
な

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
デ
ー
タ
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
見
て
い

く
と
、
進
学
先
は
「
満
州
」
一
七
（
旅
順
高
四
、
南
満
工
専
四
、
奉
天
工
大
二
、

満
洲
医
大
・
奉
天
工
大
・
建
国
大
な
ど
各
一
）、
中
国
（
関
内
）
一
二
（
東
亜
同

文
書
院
大
四
、
北
京
工
専
四
、
北
京
大
な
ど
各
一
）、
朝
鮮
二
（
平
壌
医
専
な
ど

各
一
）、
内
地
九
（
五
高
、
八
高
、
東
工
大
、
広
島
高
師
、
早
稲
田
高
等
学
院
な

ど
各
一
）
と
な
っ
て
い
る
。
回
答
率
か
ら
し
て
全
体
的
な
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
出
来
な
い
が
、
確
か
な
の
は
開
校
し
て
間
も
な
い
学
校
で
あ
っ
て
も

卒
業
生
た
ち
が
即
座
に
日
本
帝
国
全
域
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
然
、

新
設
の
中
学
校
で
、
そ
の
す
ぐ
後
に
敗
戦
・
閉
校
と
な
る
か
ら
、
当
時
も
一
般
に

認
知
度
は
低
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、
戦
後
に
内
地
に
戻
っ
た
際
、「
聞

い
た
事
の
な
い
北
支
那
（
華
北
の
意
味
）
の
太
原
中
学
校
」
と
い
っ
た
扱
い
を
受

け
た
と
の
逸
話
が
あ
る

（
（3
（

。
し
か
し
こ
こ
で
は
認
知
さ
れ
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、

制
度
的
に
は
即
座
に
日
本
帝
国
サ
イ
ズ
の
教
育
圏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ

た
こ
と
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
の
一
角
を
構
成
し
圏
内
全
域
を
他
の
学
校
と
同
様
に

移
動
（
進
学
）
で
き
た
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。
当
然
、
反
対
に
入
学
者
を

内
地
か
ら
、
そ
し
て
他
の
外
地
か
ら
迎
え
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
先
の
北
京
日

本
中
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、同
校
生
徒
の
入
学
前
の
居
住
先
は
、

日
本
九
一
名
（
四
四
％
）、「
満
州
」
六
七
名
（
三
二
％
）、中
国
三
八
名
（
一
八
％
）、

朝
鮮
一
二
名
（
六
％
）
と
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
以
上
の
よ
う
な
多
角
的
か
つ
相
互
に
行

き
交
う
日
本
帝
国
圏
内
の
教
育
移
動
（
入
学
・
進
学
）
を
即
座
に
可
能
に
さ
せ
た

制
度
的
根
拠
こ
そ
、
在
外
指
定
学
校
制
で
あ
っ
た
。

　

以
上
は
、
中
国
内
で
の
中
学
校
に
即
し
て
み
た
場
合
の
状
況
で
あ
る
。
満
洲
国

内
の
場
合
、
史
料
的
な
制
約
か
ら
う
か
が
う
の
は
困
難
だ
が
、
華
北
と
大
き
く
状

況
が
異
な
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
あ
え
て
言
え
ば
、
北
満
で
の
中
学
校
は
全
般

に
創
設
が
遅
く
、
最
初
の
卒
業
生
を
迎
え
る
頃
が
敗
戦
間
際
で
あ
っ
た
た
め
応

召
・
予
科
練
へ
進
む
者
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
進
学
者
も
皆
無
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
斉
斉
哈
爾
中
学
校
の
第
一
期
卒
業
生
（
一
九
四
五
年
卒
）
を
み
る
と

（
（3
（

、
最

多
は
満
鉄
技
術
員
養
成
所
だ
が
、
旅
順
高
校
や
旅
順
工
科
大
学
予
科
を
は
じ
め
、

旅
順
医
学
専
門
学
校
な
ど
の
専
門
学
校
、
満
洲
国
側
の
哈
爾
浜
医
科
大
学
な
ど
へ

の
進
学
者
が
い
る
。
地
域
で
み
る
と
内
地
に
一
名
、
朝
鮮
に
二
名
進
学
し
て
い
る

（
い
ず
れ
も
専
門
学
校
）。
少
数
で
あ
っ
て
も
敗
戦
の
年
で
す
ら
、
日
本
帝
国
規
模

で
の
進
学
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
な
い
（
当
然
、
こ
こ
に
は
朝
鮮
人
生
徒
も
含
ま
れ

て
い
る
）。

　

た
だ
し
満
洲
国
の
開
拓
地
は
や
は
り
状
況
が
異
な
り
別
に
考
察
が
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
る
う
え
で
は
小
学
校
の
ほ
う
に
視
線
を
移
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

３　

満
洲
国
開
拓
地
小
学
校
と
の
連
結

－

結
節
点
と
し
て
の
近
郊
中
学
校

－

　

満
洲
国
の
開
拓
地
小
学
校
に
つ
い
て
見
る
前
提
と
し
て
、
在
満
日
本
人
の
教
育

行
政
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
九
三
七
年
、満
洲
国
の
「
独
立
」

性
の
内
実
付
与
と
し
て
満
鉄
附
属
地
返
還
・
治
外
法
権
の
撤
廃
が
行
わ
れ
る
が
、

こ
の
と
き
在
満
日
本
人
の
初
等
・
中
等
教
育
の
行
政
権
に
つ
い
て
は
「
当
面
の

間
」、
日
本
側
に
留
保
す
る
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
引
き
続
き
日
本
側
の
管
轄
と
さ

れ
た
（
当
初
は
在
満
大
使
館
教
務
部
、
後
、
関
東
局
在
満
教
務
部

（
（3
（

）。
そ
の
際
、
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問
題
と
な
る
の
が
日
本
臣
民
で
あ
る
在
満
朝
鮮
人
の
扱
い
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

朝
鮮
人
の
多
か
っ
た
満
鉄
沿
線
の
一
四
普
通
学
校
の
み
日
本
側
に
留
保
し
、
残
り

は
満
洲
国
側
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
関
東
軍
側
の
「
五
族

協
和
」
と
朝
鮮
総
督
府
側
の
「
内
鮮
一
体
」
と
い
う
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
同
士
の

相
克
で
あ
っ
た

（
（3
（

。
た
だ
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
日
本
側
に
留
保
さ
れ
た
朝

鮮
人
も
、
内
地
人
と
は
学
校
も
経
営
組
織
も
別
立
て
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
内
地
人
の
小
学
校
に
対
し
て
朝
鮮
人
は
普
通
学
校
、
経
営
組
織
は
内
地

人
の
日
本
学
校
組
合
に
対
し
朝
鮮
人
は
普
通
学
校
組
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
内

地
に
な
ら
っ
て
双
方
と
も
学
校
名
は
「
在
満
国
民
学
校
」
と
な
る
も
の
の
、
経
営

組
織
は
日
本
学
校
組
合
／
在
満
学
校
組
合
と
相
変
わ
ら
ず
別
立
て
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
は
、
後
に
み
る
中
国
内
で
の
日
本
人
小
学
校
で
、
な
し
崩
し
的
な
「
内
鮮
共

学
」
状
態
と
な
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
開
拓
地
の
小
学
校
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
外
の
「
一
般
地
」
と
の
対
比

を
意
識
し
な
が
ら
特
徴
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
第
一
に
、
華
北
で
の
よ
う
に
軍
需

景
気
に
乗
っ
て
人
々
が
次
々
に
流
入
し
て
い
っ
た
状
況
と
は
当
然
異
な
っ
て
、
開

拓
地
の
場
合
、
国
策
の
集
団
移
民
と
し
て
入
植
し
た
。
そ
の
際
、
小
学
校
は
そ
の

定
住
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
満
洲
国
ノ
開
発
ノ
為
日
本
人
ヲ
植

エ
付
ケ
ン
ガ
為
ナ
リ

（
（3
（

」
と
説
明
す
る
通
り
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
軍
事
的
観
点
も
あ
っ

た
。
一
九
四
一
年
の
関
東
軍
の
文
書

（
（3
（

に
は
、「
満
洲
ノ
部
隊
配
置
ニ
即
応
」
さ
せ

て
の
教
育
機
関
の
整
備
、
具
体
的
に
は
「
児
童
数
僅
少
ナ
ル
地
区
ニ
モ
国
民
学
校

ヲ
設
置
ス
ル
如
ク
関
係
機
関
ニ
要
望
ス
」、
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
と
は
い
え
開
拓
団
に
そ
の
よ
う
な
「
要
望
」
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
、

軍
（
関
東
軍
）
や
行
政
（
在
満
教
務
部
）
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
に
は
治
外
法
権
の
撤
廃
＝
満
洲
国
の
「
独
立
」
性
と
い
う
建
前
も

あ
っ
た
が
、
開
拓
地
の
小
学
校
も
他
の
在
外
指
定
学
校
と
同
じ
く
自
助
を
原
則
と

し
た
。
在
満
日
本
人
小
学
校
は
、
形
の
う
え
で
は
日
本
国
法
令
に
基
づ
い
た
学
校

組
合
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
学
校
の
設
置
段
階
か
ら
開

拓
団
に
委
託
が
可
能
と
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
数
年
後
を
目
途
に
在
外
指
定
を
申
請

さ
せ
組
合
に
移
管
さ
せ
る
と
さ
れ
た

（
（3
（

。
実
際
の
と
こ
ろ
、
多
く
は
こ
の
よ
う
な
開

拓
団
へ
の
丸
投
げ
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
当
時
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
回
想
を
見

て
も
学
校
組
合
や
開
拓
民
の
指
導
を
担
う
満
洲
拓
殖
公
社
（「
満
拓
」）
が
登
場
す

る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
あ
る
教
師
の
随
筆
を
み
る
と
、
教
師
自
身
が
校
地
の
選

定
に
携
わ
り
、
学
校
設
置
の
申
請
文
書
を
作
成
し
、
内
地
に
戻
っ
て
は
教
科
書
・

教
具
の
買
い
出
し
に
奔
走
し
て
い
る

（
（4
（

。
満
拓
公
社
経
営
部
編『
移
住
地
学
務
提
要
』

（
一
九
三
八
年
）
は
、
こ
う
し
た
自
前
で
学
校
を
設
置
し
運
営
し
て
い
く
際
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
校
舎
や
敷
地
の
図
面
、
教
具

や
帳
簿
類
の
リ
ス
ト
、
学
則
な
ど
の
例
文
も
含
め
、
学
校
設
置
の
申
請
書
類
か
ら

在
外
指
定
申
請
に
至
る
一
連
の
手
続
き
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

教
師
の
確
保
も
自
給
自
足
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
教
員
に
つ
い
て
は
、
関
東
州

の
旅
順
師
範
学
校
や
一
九
四
一
年
に
創
設
さ
れ
た
新
京
の
在
満
師
範
学
校
か
ら
の

供
給
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
需
要
の
半
数
も
満
た
せ
な
い
状
況
と
報

告
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。
よ
っ
て
開
拓
地
の
場
合
、
開
拓
民
の
な
か
で
の
教
員
経
験
者
や

日
本
内
地
の
母
村
か
ら
の
供
給
を
受
け
る
と
さ
れ
た

（
（4
（

。
当
時
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

に
「
自
給
自
足
を
立
前
と
す
る
移
民
地
に
於
て
は
教
育
事
業
は
経
済
上
の
大
き
な

負
担
で
あ
る
」、「
小
学
校
教
師
は
移
民
そ
の
も
の
の
中
か
ら
求
め
て
ゐ
る

（
（4
（

」
と
さ

れ
る
通
り
で
あ
る
。
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第
三
に
、
開
拓
地
と
そ
れ
以
外
（「
一
般
地
」）
で
見
た
場
合
、
最
も
異
な
る
の

は
保
護
者
＝
開
拓
民
の
社
会
的
属
性
で
あ
る
。職
業
は
当
然
だ
が
農
業
が
中
心
で
、

学
歴
は
大
半
が
中
等
教
育
に
は
進
学
し
な
か
っ
た
高
等
小
学
校
卒
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
開

拓
地
内
の
学
校
状
況
を
み
る
と
、
ま
ず
は
小
学
校
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
上
の
段
階

と
し
て
勤
労
青
年
向
け
の
青
年
学
校
も
創
ら
れ
た
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
開
拓
地

＝
村
に
残
る
青
年
を
育
成
す
る
た
め
の
も
の
で
、
村
を
離
れ
て
中
等
学
校
に
進
学

す
る
こ
と
は
例
外
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。む
し
ろ
千
振
な
ど
三
校
に
と
ど
ま
る
が
、

開
拓
地
の
な
か
に
中
等
教
育
と
し
て
の
農
業
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
開
拓
地
の
小
学
校
か
ら
中
等
教
育
へ
の
進
学
が
不
可
能
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
先
に
開
拓
地
近
く
の
地
方
都
市
、
牡
丹
江
や
佳
木
斯
に
は
高
等

女
学
校
、
そ
し
て
中
学
校
ま
で
創
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
見
た
。
改
め
て
こ
れ
ら

の
地
方
都
市
が
ど
の
よ
う
な
地
点
で
あ
っ
た
か
を
見
る
と
、
当
時
の
論
説
の
な
か

に
「
北
辺
振
興
の
基
地
牡
丹
江
、
開
拓
地
の
中
心
都
市
佳
木
斯

（
（4
（

」
と
い
っ
た
表
現

が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
牡
丹
江
や
佳
木
斯
は
、
関
東
州
・
旧
満
鉄
附
属

地
な
ど
南
満
洲
か
ら
見
れ
ば
北
方
進
出
の
拠
点
に
あ
た
り
、
開
拓
地
か
ら
み
れ
ば

最
初
の
結
集
地
点
に
位
置
す
る
地
方
都
市
に
あ
た
る
。
そ
し
て
先
の
【
地
図
２
】

で
場
所
を
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
や
は
り
鉄
道
の
要
地
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
い

わ
ば
毛
細
血
管
を
つ
た
っ
て
開
拓
地
の
小
学
校
（
地
図
で
は
北
東
の
方
角
に
散
ら

ば
る
〇
の
表
示
）
が
広
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
あ
た
か
も
血
液
が
逆
流
す
る
よ
う
に
開
拓
地
か
ら
近
郊
都

市
へ
と
人
材
が
流
れ
て
い
く
こ
と
は
当
然
あ
り
う
る
。
以
下
の
史
料
を
見
て
み
よ

う
（〔　

〕
は
引
用
者
。
以
下
、
同
じ
）。

　
　

�〔
牡
丹
江
や
佳
木
斯
な
ど
〕
之
等
の
都
市
勢
力
圏
内
に
各
植
民
地
は
立
ち
、

そ
の
地
に
所
在
す
る
上
級
学
校
が
移
民
子
弟
の
心
を
牽
引
す
る
か
ら
、
只
単

に
移
民
地
を
絶
海
の
孤
島
視
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。（

（4
（

　

こ
こ
で
は
「
上
級
学
校
が
移
民
子
弟
の
心
を
牽
引
す
る
」
こ
と
が
特
に
否
定
的

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
別
の
論
説
で
は
、
早
く
も
中
等
教
育
へ
の
進
学

や
会
社
商
店
か
ら
の
誘
引
に
よ
っ
て
、
開
拓
地
の
青
年
た
ち
が
「
離
村
」
す
る
実

態
が
「
憂
ふ
べ
き
傾
向
」
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
（4
（

。
こ
の
論
説
に
よ
れ
ば

中
等
教
育
へ
の
進
学
率
は
約
二
％
と
さ
れ
て
お
り
、
内
地
で
の
約
二
〇
％
と
い
う

数
字
と
比
べ
る
と
遥
か
に
少
な
い
。
し
か
し
開
拓
地
と
い
え
ど
も
進
学
熱
と
は
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
（
こ
の
論
説
に
よ
る
と
、
進
学
者
は
開
拓
団
幹
部
な
ど
の
子

弟
と
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

）。
開
拓
地
の
小
学
校
か
ら
さ
す
が
に
帝
国
大
学
は
遠
い
に
し

て
も
、
開
拓
地
小
学
校
も
在
外
指
定
学
校
で
あ
る
か
ら
に
は
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉

の
一
角
を
構
成
し
、
小
距
離
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
の
移
動
に
参
画
し
た
の

で
あ
る
。

　

た
だ
開
拓
地
か
ら
す
れ
ば
青
年
た
ち
の
離
村
は
人
材
流
出
を
意
味
す
る
死
活
問

題
だ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
史
料
中
に
は
「
移
民
地
を
絶
海
の
孤
島
視
す
る
わ
け

に
は
行
か
な
い
」 

と
あ
っ
た
が
、 

逆
か
ら
読
め
ば
開
拓
地
は
容
易
に
孤
立
し
か
ね
な

か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
先
の
開
拓
地
を
出
る
青
年
を
「
憂
う
べ
き
傾

向
」
と
し
た
論
説
で
は
、
中
等
教
育
と
し
て
の
農
学
校
・
畜
産
学
校
の
創
設
が
育

英
制
度
と
あ
わ
せ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
卒
業
後
の
帰
村
を
前
提
と
す

る
も
の
だ
っ
た

（
（5
（

。
ま
た
開
拓
地
内
の
国
民
学
校
に
続
い
て
青
年
学
校
も
一
九
四
三

年
に
義
務
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
開
拓
地
青
年
を
「
飽
く
ま
で
開
拓
地
に
定
着
せ

し
め
開
拓
地
建
設
の
中
核
た
ら
し
め
ん
と
の
方
針
」
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

（
（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
帝
国
の
圏
内
で
あ
っ
て
も
前
線
・
奥
地
で
あ
れ
ば
当
然
、
孤
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立
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
生
じ
る
の
は
日
本
人
の
側
が
少
数

派
と
な
っ
て
異
民
族
と
接
触
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
し
ば
し
ば
朝
鮮
人

な
ど
異
民
族
の
存
在
を
ほ
の
め
か
し
て
お
き
な
が
ら
、
あ
え
て
立
ち
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
次
節
で
は
異
民
族
接
触
・
参
入
の
場
と
い
う
観
点
か
ら
在
外
指
定
学
校

を
見
て
い
こ
う
。

　

４　

異
民
族
接
触
・
参
入
の
場
と
し
て
の
在
外
指
定
学
校

　

在
外
指
定
学
校
は
学
則
の
う
え
で
は
「
帝
国
臣
民
」
を
対
象
と
し
た
学
校
と
規

学
校
か
ら
商
業
学
校
に
ま
わ
る
率
が
高
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
実
際
、「
商
業
学

校
で
は
朝
鮮
人
が
大
て
い
首
席
を
占
め
た
」
と
の
証
言
が
あ
る

（
（5
（

。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
高
等
女
学
校
で
あ
る
。
全
体
の
平
均
は
八
・
〇
％
の
な
か
開

封
高
女
で
は
三
七
・
一
％
、
石
門
高
女
で
は
三
一
・
五
％
と
、
地
域
に
よ
っ
て
は
在

籍
率
が
著
し
く
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
事
情
を
考
え
る
と
き
ヒ
ン
ト
に
な
る

の
が
、
こ
の
時
点
で
石
門
・
開
封
と
も
中
学
校
ま
で
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
（
開
封
中
は
こ
の
統
計
と
同
じ
年
に
開
校
）。
こ
こ
で
先
に
確
認
し
た

現
地
日
本
人
社
会
の
成
熟
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
を
想
起
す
れ
ば
、
女
学
校
は
あ
る
が

内地人 朝鮮人 台湾人 その他 合計 朝鮮人率（％）
北京中学 974 76 6 4 1060 7.2
天津中学 659 69 3 4 735 9.4
済南中学 325 64 2 391 16.3
開封中学 ― ― ― ― ― ―
青島中学 840 21 3 864 2.4
太原中学 160 39 199 19.6

全体8.3

内地人 朝鮮人 台湾人 その他 合計 朝鮮人率（％）
北京第一高女 936 41 977 4.2
北京第二高女 532 60 4 596 10.0
天津松島高女 657 43 6 706 6.1
天津宮島高女 425 33 4 462 7.1
済南高女 440 22 462 4.8
開封高女 83 49 132 37.1
青島高女 810 15 1 826 1.8
青島学院紘宇高女 193 34 28 255 13.3
石門高女 174 80 254 31.5
太原高女 263 20 283 7.1

全体8.0

内地人 朝鮮人 台湾人 その他 合計 朝鮮人率（％）
北京商業 464 139 3 606 22.9
同二部 80 20 100 20.0
天津商業 567 115 4 686 16.8
青島学院商業 529 73 281 883 8.3
石門商業 108 40 148 27.0

全体16.0

内地人 朝鮮人 台湾人 その他 合計 朝鮮人率（％）
天津工業 99 5 1 105 4.8
青島工業 37 6 43 14.0
青島学院実業 244 62 284 590 10.5

全体9.9
【注】�在北京大日本大使館文化課『北支に於ける文化の現状』（1943年6月）92～

93頁より作成。明らかに数値が合わない箇所は修正した。

【表５】在華北日本人中等学校での民族別の在籍状況（1943年頃）

定
さ
れ
て
い
る
か
ら

（
（5
（

、
当
然
、
朝
鮮
人
・
台
湾
人
も
対

象
に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
、
華

北
で
の
中
等
教
育
へ
の
参
入
状
況
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
【
表
５
】
を
み
る
と
朝
鮮
人
生
徒
が
ゼ
ロ
の
学
校
は

ひ
と
つ
も
な
い
こ
と
が
ま
ず
分
か
る
。
以
下
、
朝
鮮
人

生
徒
に
即
し
て
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
中
学
校
で
の
在
籍

率
の
全
体
平
均
が
八
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
済

南
中
・
太
原
中
が
高
率
と
な
っ
て
い
る
が
二
割
に
及
ば

な
い
。
こ
の
中
学
校
の
状
況
と
関
係
す
る
の
が
商
業
学

校
で
あ
る
。
前
掲『
北
京
日
本
中
学
校
校
史
』に
は
、「
朝

鮮
の
子
供
は
よ
っ
ぽ
ど
で
き
れ
ば
中
学
に
行
け
と
い
わ

れ
か
も
知
れ
ぬ
が
、た
い
て
い
は
商
業
に
押
し
込
ん
だ
」

と
の
証
言
が
あ
る
（
二
七
頁
）。
確
か
に
商
業
学
校
の

全
体
の
在
籍
率
は
一
六
・
〇
％
で
、
中
学
校
の
そ
れ
の

約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
朝
鮮
人
の
場
合
、
中
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中
学
校
ま
で
は
な
い
石
門
・
開
封
は
、
相
対
的
に
前
線
の
ほ
う
に
近
い
側
に
あ

る
。
事
実
、
両
校
と
も
生
徒
数
か
ら
し
て
小
規
模
校
で
あ
る
。
そ
う
し
た
地
域
、

つ
ま
り
前
線
に
近
い
学
校
に
な
る
と
、
内
地
人
よ
り
も
朝
鮮
人
の
比
率
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
先
の
バ
ロ
メ
ー
タ
の
先
頭
、
す
な
わ
ち

前
線
で
真
っ
先
に
創
設
さ
れ
る
小
学
校
で
よ
り
明
瞭
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以

下
で
は
そ
れ
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、
内
地
人
と
並
ん
で
華
北
に
流
入
し
て
い
っ
た

朝
鮮
人
一
般
（
子
弟
か
ら
み
る
と
保
護
者
）
の
状
況
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

当
時
、天
津
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
雑
誌
『
北
支
那
』
に
は
、「
軍
事
景
気
」
下
、

日
本
人
と
な
ら
ん
で
朝
鮮
人
も
大
量
に
占
領
地
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
人
に
し
て
朝
鮮
総
督
府
北
京
出
張
所
嘱
託
で
あ
っ
た
人
物

に
よ
る
と
、
一
九
三
八
年
時
点
で
華
北
で
は
内
地
人
八
・
五
万
人
、
朝
鮮
人
二
・

一
万
人
と
さ
れ
る
が
、
届
出
制
の
た
め
実
際
の
朝
鮮
人
は
約
二
倍
以
上
と
見
る
向

き
も
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
流
入
す
る
朝
鮮
人
は
北
京
・
天
津
・
済
南
・
上
海
な
ど

四
大
都
市
に
集
住
す
る
だ
け
で
な
く
鉄
道
沿
線
主
要
地
に
も
散
在
し
、
さ
ら
に
は

「
所
謂
一
攫
千
金
を
夢
見
る
」
な
ど
し
て
「
前
線
へ
前
線
へ
と
進
出
す
る
情
勢
を

示
し
」
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る

（
（5
（

。
表
現
が
類
似
し
て
い
る
の
で
著
者
は
右
と

同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
、
朝
鮮
総
督
府
北
京
出
張
所
の
史
料
に
よ
れ

ば
、
朝
鮮
人
は
「
得
意
ノ
語
学
」
と
「
強
靱
ナ
ル
生
活
力
」
に
よ
っ
て
、
治
安
が

安
定
し
な
い
う
ち
か
ら
好
機
を
求
め
て
前
線
に
入
り
込
む
、
よ
っ
て
前
線
に
い
く

ほ
ど
内
地
人
に
対
し
朝
鮮
人
の
比
率
が
高
く
な
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。

　

さ
て
小
学
校
に
話
題
を
移
せ
ば
、
在
中
朝
鮮
人
が
急
増
す
る
の
を
う
け
て
、
一

部
の
日
本
人
小
学
校
で
は
民
族
別
学
が
と
ら
れ
て
い
る
。
北
京
で
は
一
九
三
九
年

に
朝
鮮
人
児
童
だ
け
の
分
校
が
設
置
さ
れ
（
下
の
表
、
北
京
東
城
第
二
小
学
校
）、

一
九
四
〇
年
頃
に
は
天
津
や
済
南
の
小
学
校
で
も
国
語
（
日
本
語
）
が
未
熟
な
朝

鮮
人
児
童
だ
け
を
集
め
た
特
別
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。
と
は
い
え
、
こ
う
し

た
分
離
措
置
は
、
複
数
の
学
校
や
学
級
の
設
置
が
可
能
な
大
規
模
居
留
民
団
ゆ
え

に
可
能
な
も
の
で
、最
前
線
に
位
置
す
る
零
細
な
居
留
民
団
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
【
表
６
】
は
試
み
に
華
北
の
日
本
人
小
学
校
の
う
ち
、
朝
鮮
人
児
童
の
在
籍
率

が
四
割
を
越
え
て
い
る
学
校
を
抽
出
し
て
み
た
も
の
で
、
全
七
八
校
中
二
一
校
が

こ
れ
に
該
当
し
た
。
表
に
よ
れ
ば
北
京
に
二
校
、石
門
に
一
校
、朝
鮮
人
児
童
百
％

の
学
校
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
財
政
的
余
裕
が
あ
る
大
き
な
居
留
民
団
ゆ
え
に

可
能
だ
っ
た
、
民
族
完
全
分
離
の
「
分
教
場
」
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
表
で
着
目

さ
れ
る
の
が
朝
鮮
人
児
童
の
在
籍
率
が
百
％
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
学
校
の

所管
領事館

民団
民会 学校名 内地人 朝鮮人 比率

（%）

北京 北京 北京東城第二 0 897 100.0
同外城分教場 0 583 100.0

通州 通州 9 13 40.9

天津 滄州 滄州 17 13 43.3
唐山 唐山 165 117 41.5

山海関 秦皇島 秦皇島 63 63 50.0
昌黎 昌黎 5 61 92.4

済南 済寧 済寧 13 37 74.0
徳州 徳州 31 45 59.2

徐州
徐州 徐州 370 315 45.7
開封 開封 318 336 51.3
帰徳 帰徳 23 78 77.2

石門

石門 石門分教場 0 265 100.0
順徳 順徳 32 74 69.8
邯鄲 邯鄲 14 67 82.7
彰徳 彰徳 67 64 48.9
新郷 新郷 152 187 54.7

太原
楡次 楡次 63 48 42.1
臨汾 臨汾 60 58 49.2
運城 運城 31 29 48.3

厚和 豊鎮 豊鎮 9 25 71.4
【注】�朝鮮総督府北京出張所『在北支朝鮮人概況』（1941年6月）24

～29頁より作成。なお、台湾人については極少のため表では
割愛したが、比率の算定の際には含めて計算している。

【表６】�朝鮮人児童の在籍率が４割を超えている
在華北日本人小学校
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存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
九
割
台
が
一
校
、
八
割
台
が
一
校
、
七
割
台
が
三
校
あ

り
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
朝
鮮
人
学
校
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
と
し
て
内
地

人
を
想
定
し
て
制
度
設
計
さ
れ
た
在
外
指
定
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
事
実
上
、
朝

鮮
人
学
校
化
し
た
日
本
人
小
学
校
が
各
地
で
出
現
す
る
。
本
表
で
は
直
接
は
表
現

さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
民
団
で
一
校
し
か
創
設
し
え
な
い
よ
う
な

零
細
な
居
留
民
団
に
よ
る
学
校
で
、
つ
ま
り
は
最
前
線
の
地
に
あ
る
。
児
童
数
を

み
て
も
小
規
模
校
ば
か
り
で
、
日
本
側
か
ら
す
れ
ば
ま
さ
し
く
辺
境
の
地
と
言
っ

て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
地
点
で
は
分
離
す
る
だ
け
の
余
裕
が
な
く
、「
内
鮮
一
体
」

ど
こ
ろ
か
そ
れ
以
上
の
状
態
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
大
柴
衛
（
在
北
京
日
本
大
使
館
副
領
事
）
も
「
前

線
に
は
半
島
人
が
相
当
多
い
。故
に
前
線
の
学
校
ほ
ど
半
島
児
童
が
多
い
」、「
…
…

奥
地
に
は
同
数
の
学
校
も
あ
る
。一
人
も
半
島
児
童
の
ゐ
な
い
学
校
は
ま
づ
な
い
」

と
述
べ
て
い
る

（
（5
（

。
実
際
に
は
同
数
ど
こ
ろ
か
大
多
数
を
占
め
る
小
学
校
す
ら
出
現

し
た
こ
と
は
見
た
。
全
般
的
に
見
て
も
民
族
共
学
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
朝
鮮
半
島
内

や
台
湾
本
島
内
よ
り
中
国
で
の
ほ
う
が
低
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
原
田
種
雄
（
文

部
省
教
育
調
査
部
）
は
、「〔
在
支
那
邦
人
学
校
に
お
い
て
〕
朝
鮮
及
び
台
湾
出
身

の
学
童
数
の
全
人
口
に
対
す
る
比
率
が
、
朝
鮮
又
は
台
湾
に
於
け
る
場
合
よ
り
も

著
し
く
高
い
こ
と
」、
つ
ま
り
在
留
者
の
な
か
で
就
学
者
の
割
合
が
高
く
な
る
こ

と
か
ら
「
現
地
に
あ
る
子
女
の
方
が
故
国
に
あ
る
者
よ
り
も
就
学
率
が
高
い
」
と

推
測
し
て
い
る

（
（5
（

。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
在
外
指
定
学
校
を
監
督
す
る
外
務

省
（
領
事
）、
在
中
朝
鮮
人
一
般
を
監
督
す
る
朝
鮮
総
督
府
（
北
京
出
張
所
）
と

も
否
定
的
に
み
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
北
京
出
張
所
『
在
北
支
朝
鮮

人
概
況
』（
一
九
四
一
年
六
月
）
で
は
「
教
育
ノ
内
鮮
共
学
ト
相
俟
ッ
テ
、
内
鮮

一
体
ハ
鮮
内
ヨ
リ
モ
一
歩
先
ン
ゼ
ル
ノ
観
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」と
さ
れ（
三
頁
）、

ま
た
大
柴
衛
（
在
北
京
日
本
大
使
館
副
領
事
）
も
「
内
鮮
一
体
の
実
は
北
支
に
於

て
最
も
よ
く
挙
つ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
否
、
北
支
に
於
て
は
内
地
児
童
、
半
島

児
童
の
差
は
全
然
存
し
な
い
」
と
、
む
し
ろ
誇
る
べ
き
状
況
と
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。

　

よ
っ
て
濃
厚
接
触
す
る
こ
と
に
な
る
日
本
内
地
人
の
側
か
ら
は
、
そ
れ
ゆ
え
の

忌
避
感
が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
朝
鮮
人
に
し
て
天
津
日
本
高
等
女
学
校
教
諭

で
あ
っ
た
人
物
は
内
地
人
保
護
者
の
心
情
と
し
て
、「
内
地
児
童
よ
り
半
島
児
童

が
非
常
な
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
」
こ
と
か
ら
「
内
鮮
児
童
の
比
較
率
に
、
教
育
上

種
々
問
題
の
起
る
原
因
が
あ
る
。
即
ち
半
島
児
童
数
が
各
学
級
に
於
て
一
割
以
内

に
な
れ
ば
全
然
何
等
の
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

（
（6
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際

に
は
一
割
ど
こ
ろ
か
、
内
地
人
の
側
が
少
数
派
と
な
る
場
合
す
ら
存
在
し
た
こ
と

は
見
た
。
以
下
は
、
結
果
と
し
て
少
数
派
に
な
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
た
事
例
に
な

る
が
、
北
京
日
本
居
留
民
会
か
ら
領
事
あ
て
に
出
さ
れ
た
「
内
鮮
児
童
ノ
分
離
教

育
」＝
分
校
設
置
の
認
可
を
求
め
る
文
書
で
あ
る
。

　
　

�

内
鮮
児
童
対
比
上
、
数
ニ
於
テ
内
地
児
童
カ
絶
体

〔
マ
マ
〕的

多
数
ヲ
占
メ
居
リ
シ
時

節
ハ
鮮〔

マ
マ
〕児

ヲ
引
摺
ツ
テ
同
化
セ
シ
メ
得
ル
可
能
性
モ
有
之
シ
カ
、
今
日
ノ
如

ク
鮮〔

マ
マ
〕児

カ
内
地
児
童
ノ
七
割
ヲ
占
ム
ル
コ
ト
ヽ
相
成
テ
ハ
同
化
ハ
偖
テ
置
キ

却
テ
之
ニ
同
化
セ
ラ
ン
ト
ル
傾
向
ス
ラ
看
守
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
相
成
リ
…
…

（
（6
（

　

内
地
人
の
側
が
少
数
派
と
な
っ
て
同
化
さ
れ
る
側
に
ま
わ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と

へ
の
忌
避
感
が
民
族
分
離
教
育
の
根
拠
と
し
て
率
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
在
外
指
定
学
校
は
内
地
や
お
そ
ら
く
外
地
以
上
に
異
民
族
接
触
・

参
入
の
場
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
日
本
人
の
側
が
少
数
派
と
な
っ
て
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同
化
さ
れ
る
側
に
ま
わ
る
可
能
性
す
ら
発
生
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う

な
事
態
に
日
本
国
家
と
し
て
思
い
の
ほ
か
無
頓
着
だ
っ
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
大

柴
衛
（
在
北
京
日
本
大
使
館
副
領
事
）
は
、
朝
鮮
人
だ
け
の
分
校
に
つ
い
て
「
行

く
〳
〵
は
一
緒
に
な
る
だ
ら
う

（
（6
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
過
渡
的
な

位
置
付
け
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
の
検
討
を
ま
と
め
た
後
、
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い

て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

お
わ
り
に

　

最
近
、
帝
国
と
し
て
あ
っ
た
戦
前
期
日
本
で
の
、
日
本
列
島
外
か
ら
の
高
等
教

育
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
本
論
文
は
そ
の
よ
う
な
研
究

動
向
に
対
し
、
そ
も
そ
も
日
本
列
島
の
外
側
に
日
本
の
国
内
教
育
機
関
と
接
続
す

る
学
校
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
関

心
か
ら
、
植
民
地
＝
外
地
の
さ
ら
に
外
側
に
位
置
す
る
外
国
で
の
「
在
外
指
定
学

校
」
に
着
目
し
た
。

　

本
論
で
見
て
き
た
通
り
、
一
九
〇
五
年
の
制
度
発
足
以
来
、
ほ
と
ん
ど
増
え
な

い
状
況
が
続
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
満
洲
国
・
中
国
で
爆
発
的
に
増
殖
し

た
。
在
外
指
定
学
校
制
の
最
大
の
特
徴
は
、
居
留
民
団
な
ど
現
地
日
本
人
団
体
の

自
助
に
委
ね
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
本

国
国
家
や
現
地
領
事
が
主
導
的
に
動
く
こ
と
な
く
瞬
く
間
に
学
校
が
増
殖
し
て

い
っ
た
。
本
論
で
は
華
北
を
事
例
に
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
日
本
軍
の
後
を

追
い
か
け
る
形
で
占
領
地
に
日
本
人
が
大
量
に
入
り
込
み
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
、
学
校
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
べ
き
現
象
が
お
こ
っ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
は
小

学
校
、
次
い
で
高
等
女
学
校
が
創
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
中

学
校
ま
で
が
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
そ
の
動
き
を
後
押
し
し
て

い
た
の
は
、
占
領
地
に
創
設
さ
れ
た
国
策
会
社
の
社
員
＝
保
護
者
で
あ
っ
た
。
現

地
居
留
民
団
に
加
わ
っ
た
彼
等
は
一
般
に
高
学
歴
で
そ
の
子
弟
の
進
学
率
も
高

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

中
学
校
ま
で
出
来
た
こ
と
は
、
初
等

－

中
等
教
育
と
い
う
本
来
の
連
結
が
現
地

で
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
中
学
校
は
北
京
や
天
津
と
い
っ
た
大
都
市
に

ま
ず
創
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
周
辺
地
域
か
ら
の
志
願
者
が
集
ま
る
か
ら
、
中
学
校

を
核
と
し
た
密
な
教
育
圏
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
高
等
教
育
進
学

の
た
め
に
一
旦
、
内
地
や
他
の
外
地
（
朝
鮮
・
台
湾
・
関
東
州
な
ど
）
に
移
動
す

る
必
要
は
な
く
な
り
、
現
地
日
本
人
社
会
は
さ
ら
に
根
を
は
る
こ
と
に
な
る
。
史

料
に
あ
っ
た
、
中
学
校
ま
で
出
来
れ
ば
ほ
ぼ
内
地
と
み
な
し
た
感
覚
は
そ
れ
に
由

来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
同
時
に
在
外
指
定
学
校
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
内
地
は
も
ち
ろ
ん
他
の
外
地
と
い
っ
た
遠
方
と
も
「
自
動
的
」

に
接
続
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
日
本
帝
国
サ
イ
ズ
の
教
育
圏
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
圏
域
の
膨
張
を
直
接
に
も
た
ら
し
た
の
が
、
一
九
三
〇

年
代
の
満
洲
国
・
中
国
内
で
増
殖
し
た
在
外
指
定
学
校
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
向
に
満
洲
国
の
開
拓
地
小
学
校
と
い
え
ど
も
無
縁
で
は
な
か
っ

た
。
満
洲
国
内
で
の
日
本
人
中
学
校
は
南
満
州
か
ら
み
れ
ば
北
方
に
延
び
て
い
く

形
で
創
ら
れ
、
開
拓
地
か
ら
み
る
と
近
郊
の
地
方
都
市
に
創
ら
れ
た
。
当
時
、
早

く
も
開
拓
地
近
郊
都
市
へ
の
就
職
と
な
ら
ん
で
進
学
が
「
離
村
」
問
題
と
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
開
拓
地
の
小
学
校
も
ま
た
近
郊
都
市
の
中
学
校
を
結
節

点
に
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
と
連
結
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
よ
う
な
在
外
指
定
学
校
は
、
当
然
、
日
本
内
地
人
に
占
有
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。日
本
臣
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
の
参
入
状
況
を
中
国
内
の
場
合
で
み
る
と
、

中
学
校
で
は
一
割
、
商
業
学
校
で
は
二
割
の
比
率
で
在
籍
者
が
万
遍
な
く
い
た
。

そ
う
し
た
な
か
占
領
地
前
線
に
近
い
高
等
女
学
校
で
は
朝
鮮
人
が
多
数
を
占
め
る

学
校
が
出
現
し
た
。
こ
の
前
線
ほ
ど
朝
鮮
人
の
比
率
が
高
く
な
る
傾
向
は
、
最
初

に
設
置
さ
れ
る
小
学
校
で
こ
そ
明
瞭
に
現
れ
る
。
実
際
、
日
本
軍
が
占
領
し
た
ば

か
り
の
最
前
線
の
地
で
は
七
割
～
九
割
を
占
め
る
朝
鮮
人
学
校
と
み
ま
が
う
よ
う

な
在
外
指
定
学
校
＝
日
本
人
小
学
校
が
出
現
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
在
外
指
定

学
校
は
異
民
族
参
入
・
接
触
の
場
と
し
て
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
日
本
内
地
人
・

植
民
地
人
問
わ
ず
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
に
ア
ク
セ
ス
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
膨
張
し
続
け
る
日
本
帝
国
の
最
前
線
は
日
本
か
ら

み
れ
ば
辺
境
の
地
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
場
面
で
は
時
に
日
本
人
の
側
が
少
数

派
と
な
っ
て
異
民
族
か
ら
の
同
化
に
さ
ら
さ
れ
る
。
最
後
に
考
察
し
た
い
の
は
、

こ
う
し
た
事
態
へ
の
日
本
国
家
と
し
て
の
関
心
の
希
薄
さ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は

在
外
指
定
学
校
制
か
ら
も
う
か
が
え
た
、
広
く
在
外
日
本
人
教
育
に
対
す
る
日
本

国
家
と
し
て
の
関
与
の
希
薄
さ
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

再
三
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
元
来
、
在
外
指
定
学
校
制
は
第
一
義
的
に
は
教

員
待
遇
の
改
善
策
と
し
て
あ
り
、日
本
国
家
と
し
て
意
識
的
に
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉

な
る
も
の
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
在
外
指

定
学
校
の
指
定
権
を
も
つ
主
体
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
そ
れ
を
一
元
化

し
よ
う
と
す
る
競
合
は
起
こ
っ
て
い
な
い

（
（6
（

。
端
的
に
い
っ
て
、
在
外
指
定
事
務
は

管
轄
問
題
を
引
き
お
こ
す
ほ
ど
の
政
治
的
資
源
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
外
務
省
は
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
で
在
外
指

定
学
校
が
増
殖
す
る
の
を
う
け
て
一
九
三
九
年
に
は
教
育
事
務
を
担
う
通
称
「
教

育
領
事
」
が
設
置
さ
れ
た
が
（
勅
令
六
八
三
号
）、
中
国
全
土
で
上
海
・
北
京
・

張
家
口
の
僅
か
三
つ
の
大
使
館
事
務
所
内
に
三
～
四
名
配
置
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た

（
（6
（

。
一
方
、
教
育
行
政
の
専
門
で
あ
る
文
部
省
も
、
在
外
指
定
事
務
に
さ
し

て
重
要
な
位
置
付
け
を
与
え
て
な
い
。
文
部
省
文
書
を
見
る
と
担
当
者
は
嘱
託
ク

ラ
ス
で
、
外
務
省
か
ら
廻
っ
て
き
た
在
外
指
定
の
申
請
文
書
に
つ
い
て
書
類
上
の

不
備
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
程
度
と
な
っ
て
い
る

（
（6
（

。
一
九
四
〇
年
に
は
興
亜
院
の
依
頼

で
中
国
で
の
中
国
人
教
育
の
視
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
時
期
に
急
増
し
た
日
本

人
学
校
へ
の
視
察
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
応
、
視
察
を
担
当
し
た
文
部

官
僚
は
、「
外
務
省
が
ほ
ん
の
片
手
間
、
…
…
殆
ん
ど
指
導
も
し
な
け
れ
ば
監
督

も
し
な
い
、
只
名
義
の
上
の
指
導
監
督
を
し
て
居
る
だ
け
で
あ
る
」
と
報
告
し
、

先
の
「
教
育
領
事
」
の
設
置
に
つ
い
て
も
「
二
階
か
ら
目
薬
」
と
酷
評
し
て
い

る
（
（6
（

。

　

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
文
部
省
が
乗
り
出
し
て
く
る
わ
け
で
も
な
い
。
相
変

わ
ら
ず
日
本
国
内
で
の
教
育
に
自
己
の
役
割
を
限
定
し
続
け
る
。
そ
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
一
九
四
三
年
五
月
の
文
部
省
令
六
三
号
「
内
地

以
外
ノ
地
域
ニ
於
ケ
ル
学
校
ノ
生
徒
、
児
童
、
卒
業
者
等
ノ
他
ノ
学
校
ヘ
入
学
及

転
学
ニ
関
ス
ル
規
程
」
で
あ
る
。
こ
の
規
程
は
、
従
来
個
別
に
結
ば
れ
て
き
た
外

地
お
よ
び
外
国
で
の
学
校
と
、
日
本
国
内
の
学
校
と
を
結
ぶ
規
定
を
一
つ
の
省
令

に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
地
域
は
朝
鮮
・
台
湾
・
関
東
州
・

樺
太
・
南
洋
群
島
な
ど
の
外
地
、
そ
し
て
満
洲
国
や
中
華
民
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
な
ど
の
外
国
で
、そ
れ
ら
を
「
内
地
以
外
ノ
地
域
」
と
し
て
一
括
さ
せ
て
い
る
。
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そ
の
制
定
理
由
を
み
る
と
、
従
来
「
其
ノ
依
ル
ベ
キ
法
規
無
ク
且
斯
カ
ル
際
ハ
其

ノ
都
度
省
令
ヲ
以
テ
指
定
シ
タ
ル
処
」、
今
般
、
同
規
程
を
制
定
す
る
こ
と
で
「
申

請
者
ノ
便
宜
及
事
務
ノ
簡
捷
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
依
ル

（
（6
（

」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
同
時
期
の
内
外
地
一
元
化
の
動
向
が
背
景
に
あ
る
に
せ
よ
、
中
身
を
み
る

限
り
一
つ
の
省
令
に
ま
と
め
る
だ
け
の
技
術
的
な
処
理
に
過
ぎ
な
い
。要
す
る
に
、

現
実
と
し
て
膨
張
す
る
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
を
国
家
的
な
観
点
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
形
で
構
想
づ
け
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
外
地
・
外
国
で
の
日
本
人
教
育
に
対
す
る
国
家
的
関
心
が
希
薄
な

な
か
、
現
実
と
し
て
起
こ
る
の
が
異
民
族
と
の
接
触
で
あ
る
。
本
論
で
は
中
国
の

最
前
線
に
て
朝
鮮
人
に
囲
ま
れ
る
場
面
を
見
た
が
、
満
洲
国
の
開
拓
地
で
も
「
一

部
に
於
て
は
日
漢
人
混
住
の
過
程
に
さ
へ
入
つ
て
ゐ
る
」、「
例
へ
ば
千
振
郷
に
於

て
は
将
来
そ
の
小
学
校
児
童
数
の
一
割
は
鮮〔

マ
マ
〕人

及
び
漢
人
の
入
学
を
許
可
す
る
方

針
で
あ
る
と
聞
い
た
」
と
さ
れ
て
い
る

（
（6
（

。
た
か
だ
か
一
割
が
許
容
の
範
囲
で
あ
っ

た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
人
の
側
が
同
化
さ
れ
る
側
に
ま
わ
る
と
い
う
場
面
は
、

南
米
・
北
米
移
民
で
先
行
し
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お

く
と
き
、
あ
る
在
満
日
本
人
小
学
校
の
訓
導
が
、「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
於
て
米

国
式
教
育
を
受
け
た
第
二
世
が
、
日
本
人
た
る
の
親
と
思
想
感
情
に
於
て
如
何
に

背
馳
し
た
者
に
出
来
上
つ
た
か
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
続
け
て
、
満
洲
で
「
自
分
の

子
供
が
土
着
民
族
に
同
化
し
て
行
く
の
を
見
る
の
は
堪
へ
難
い
苦
痛
」
と
い
っ
た

在
留
民
の
心
情
に
言
及
し
て
い
る
の
は
見
逃
せ
な
い

（
（6
（

。
文
明
度
と
い
う
尺
度
か
ら

す
れ
ば
現
地
へ
の
同
化
を
退
化
と
み
な
す
の
は
北
米
移
民
よ
り
南
米
移
民
の
例
に

対
応
す
る
だ
ろ
う
が

（
（7
（

、
在
満
日
本
人
二
世
へ
の
教
育
従
事
者
の
な
か
で
南
米
・
北

米
移
民
二
世
の
存
在
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
帝
国
の
先
兵
と
い

う
よ
り
現
地
か
ら
の
同
化
に
さ
ら
さ
れ
る
移
民
の
姿
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
見
た
通
り
、
南
米
・
北
米
で
は
在
外
指
定
学
校
は
ペ
ル
ー
の
み
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
終
始
、〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
の
外
側
に
あ
り
続
け
た
。
満
洲
国
の
場

合
は
在
外
指
定
学
校
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
〈
帝
国
の
教
育
圏
〉
の
内

側
に
あ
っ
た
。
た
だ
最
前
線
と
な
れ
ば
圏
外
は
す
ぐ
隣
に
あ
る
。
先
の
在
満
小
学

校
の
訓
導
が
、
自
身
の
肩
書
き
に
あ
え
て
在
外
指
定
と
付
し
て
い
た
の
は
日
本
国

家
と
の
紐
帯
を
示
さ
ん
が
た
め
の
意
図
的
な
使
用
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
帝
国
の
最
前
線
＝
辺
境
に
あ
っ
て
日
本
国
家
の
存
在
が
遠
く
感
じ
ら
れ
た

と
き
、そ
こ
か
ら
も
「
棄
民
」
意
識
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
展
望
で
き
る
。

注（
1
）�

拙
稿「
福
岡
大
学
と〈
植
民
地
〉 

― 

一
九
三
〇
年
代
～
一
九
六
〇
年
代 

― 

」（
一
）

～
（
三
）（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
六

－

四
、四
七

－

一
・
二
、二
〇
一
五
年
三
・

六
・
九
月
）、
同
「
昭
和
戦
前
期
の
〈
海
を
渡
っ
て
の
進
学
〉」（
福
岡
大
学
人
文
学

部
歴
史
学
科
編
『
18
歳
か
ら
の
歴
史
学
入
門
』
彩
流
社
、
二
〇
一
九
年
）。
そ
こ

で
は
〈
海
を
渡
っ
て
の
進
学
〉
と
表
現
し
「
留
学
」
と
は
表
現
し
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
①
日
本
内
地
人
・
植
民
地
人
双
方
が
そ
れ
に
参
入
し
て
い
た
こ
と
、

②
一
九
三
〇
年
代
に
な
れ
ば
、
内
地
生
ま
れ
・
育
ち
の
朝
鮮
人
児
童
が
登
場
し
、

や
が
て
〈
海
を
渡
ら
な
い
進
学
〉
と
い
う
形
態
が
現
れ
る
こ
と
、
③
そ
う
し
た
形

態
は
植
民
地
な
き
戦
後
日
本
に
こ
そ
量
的
に
も
地
域
的
に
も
広
が
り
、
在
日
朝
鮮

人
と
し
て
日
本
の
学
校
と
の
接
触
領
域
は
む
し
ろ
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
（
民
族

学
校
以
上
に
）、
等
が
見
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。



― 76―

福嶋寛之　　〈帝国の教育圏〉の「生成」

（
2
）
マ
ニ
ラ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
か
ら
の
入
学
者
（
本
籍
地
は
福
岡
）
が
一
件
あ
る
が
、

議
論
が
拡
散
す
る
の
で
含
め
な
か
っ
た
。
た
だ
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
日
系
二
世
の
日

本
「
留
学
」
の
際
に
活
用
さ
れ
た
、文
部
省
告
示
二
六
六
号
（
一
九
二
九
年
五
月
）

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
専
門
学
校
入
学
に
関
し
、
中
学
校
・
高
等

女
学
校
卒
業
者
と
同
等
の
学
力
と
文
部
大
臣
が
個
人
別
に
認
定
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。

（
3
）
米
田
俊
彦
編
著
『
近
代
日
本
教
育
関
係
法
令
体
系
』（
港
の
人
、
二
〇
〇
九
年
）

八
七
四
頁
。 

（
4
）
渡
部
宗
助
「
在
外
指
定
学
校
四
〇
年
の
歴
史
に
つ
い
て
」（『
国
立
教
育
研
究
所
研

究
集
録
』
四
号
、
一
九
八
二
年
）、
北
原
拓
也
「
在
外
指
定
学
校
制
度
の
成
立
と

展
開 

― 

戦
前
の
海
外
日
本
人
学
校
の
歴
史（
一
九
〇
二
～
一
九
四
六
年
）」（『「
満

洲
国
」
教
育
史
研
究
』
第
一
号
、
東
海
教
育
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）。
学
校
に

即
し
た
分
析
と
し
て
小
島
勝
『
日
本
人
学
校
の
研
究 
― 
異
文
化
間
教
育
史
的
考

察
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
り
、
多
く
の
地
域
を
と
り
あ
げ

た
包
括
的
な
研
究
と
し
て
同
編
著『
在
外
子
弟
教
育
の
研
究
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
た
だ
し
日
本
政
府
に
と
っ
て
の
在
外
指
定
学
校
と
い
う

視
点
、
そ
し
て
時
期
的
な
変
化
に
即
し
た
分
析
は
弱
い
。

（
5
）�

在
満
教
務
部
・
関
東
局
官
房
学
務
課
編『
在
満
日
本
人
教
育
施
設
要
覧
』（
一
九
四
三

年
度
、
三
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
一
年
度
以
降
の
満
洲
国
で
の
指
定
数
は
渡

部
表
よ
り
も
確
実
に
多
い
。
た
だ
本
史
料
で
分
か
る
の
は
指
定
の
数
の
み
で
、
ど

の
学
校
が
指
定
を
受
け
た
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
現
段
階
で
も
渡
部
作

成
表
は
最
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
史
料
を
は
じ
め
、
多
く
の
史
料
の
便

宜
を
永
島
広
紀
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
6
）�

以
下
、
全
般
的
状
況
に
つ
い
て
は
外
務
省
通
商
局
第
三
課
『
在
外
子
弟
教
育
問
題

（
未
定
稿
）』（
一
九
三
一
年
）ほ
か
、学
校
ご
と
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
た
、後
掲『
在

外
日
本
人
各
学
校
関
係
雑
件
』（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）
に
よ
る
。

（
7
）
民
団
は
居
留
民
か
ら
課
金
を
徴
収
し
種
々
の
事
業
を
行
い
議
決
機
関
ま
で
も
つ
も

の
、
民
会
は
民
団
に
ま
で
至
ら
な
い
が
法
人
格
を
も
つ
も
の
、
日
本
人
会
は
法
人

格
も
も
た
な
い
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
大
柴
衛
「
太
平
洋
戦
争
中
在

支
邦
人
学
校
状
況
」（『
姫
路
工
業
大
学
研
究
報
告
Ｂ
一
般
教
育
関
係
』
第
六
号
、

一
九
五
七
年
四
月
）
二
頁
。
同
論
文
は
、
元
在
北
京
日
本
大
使
館
副
領
事
と
し
て

教
育
事
務
を
担
当
し
た
経
験
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

（
8
）
用
意
す
る
書
類
は
沿
革
や
学
則
、
教
職
員
の
履
歴
書
、
児
童
数
の
状
況
や
収
支
予

算
表
な
ど
で
あ
る
。
以
上
、
文
部
省
令
第
二
〇
号
「
在
外
指
定
学
校
ニ
関
ス
ル
規

程
」（
一
九
〇
五
年
一
一
月
八
日
、
米
田
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
関
係
法
令
体
系
』

所
収
）
八
七
六
～
八
七
七
頁
。

（
9
）
北
京
日
本
中
学
校
校
史
編
纂
委
員
会
編
『
北
京
日
本
中
学
校
校
史
』（
北
京
日
本

中
学
校
同
窓
会
、
一
九
八
四
年
）
六
〇
八
頁
。

（
10
）�

前
掲『
在
外
子
弟
教
育
問
題（
未
定
稿
）』（
一
一
～
二
七
頁
）の
学
校
一
覧
表
よ
り
。

（
11
）
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
は
文
部
省
令
第
三
七
号
（
一
九
一
九
年
一
〇
月
）、
中
学
校
・

高
等
女
学
校
は
文
部
省
令
第
一
号
（
一
九
二
六
年
一
月
）、
実
業
学
校
は
文
部
省

令
第
三
号
（
一
九
二
八
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
12
）
文
部
大
臣
岡
田
良
平
あ
て
外
務
大
臣
幣
原
喜
重
郎
「
在
外
指
定
学
校
中
高
等
女
学

校
生
徒
並
卒
業
者
ノ
他
ノ
学
校
ヘ
入
学
転
学
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
二
五
年
一
〇

月
一
二
日
、『
所
管
外
ノ
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
実
業
学
校
等
ノ
児

童
生
徒
並
卒
業
者
ノ
他
ノ
学
校
ヘ
入
学
転
学
ニ
関
ス
ル
取
扱
』
国
立
公
文
書
館
所
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蔵
。
請
求
番
号
は
本
館-3A

-009-00

、
昭47

文
部01121100

）。
…
…
は
引
用
者
。

以
下
、
同
じ
。

（
13
）�
村
上
俊
亮「
在
外
指
定
学
校
」（
城
戸
幡
太
郎
編『
教
育
学
辞
典
』第
二
巻〈
岩
波
書
店
、

一
九
三
八
年
〉）
八
四
三
頁
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
指
定
の
基
準
と
し
て
管
理
維
持
の

確
実
性
、
教
員
資
格
の
有
無
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
具
合
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
文
部
省
で
の
指
定
の
審
査
書
類
を
み
て
も
、
国
内
と
同
程
度
の
教
育
水

準
か
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
審
査
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
辞
典
で

の
説
明
は
あ
た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）
後
述
す
る
日
本
側
に
留
保
さ
れ
た
在
満
朝
鮮
人
の
一
四
普
通
学
校
に
つ
い
て
は
、

朝
鮮
教
育
令
に
依
拠
し
た
ま
ま
在
外
指
定
を
う
け
て
い
る
。

（
15
）
以
下
、
こ
と
わ
り
な
い
限
り
前
掲
『
在
外
子
弟
教
育
問
題
（
未
定
稿
）』
一
五
〇

～
一
五
一
頁
。

（
16
）
文
部
大
臣
橋
田
邦
彦
あ
て
大
冶
居
留
民
会
会
長
・
齋
藤
壮
一
「
在
外
指
定
学
校
ニ

指
定
方
申
請
ノ
件
」（
一
九
四
一
年
九
月
五
日
、『
恩
給
法
施
行
令
上
在
外
指
定

学
校
』
第
六
冊
に
所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号
は
本
館3A

-009-00

、

昭47

文
部01109100

）。

（
17
）「
教
育
時
事　

大
陸
の
邦
人
教
育
状
況
」（『
教
育
』
八
―
二
、一
九
四
〇
年
二
月
）

一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。

（
18
）
外
務
省
調
査
部
『
海
外
各
地
在
留
本
邦
内
地
人
職
業
別
人
口
表　

昭
和
十
五
年
十

月
一
日
現
在
』
第
五
表
。

（
19
）
鈴
木
邦
夫
編
著
『
満
州
企
業
史
研
究
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
柴

田
善
雅
『
中
国
占
領
地
日
系
企
業
の
活
動
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）

な
ど
、
会
社
の
分
析
は
進
ん
で
い
る
が
、
従
業
員
の
家
族
や
教
育
ま
で
は
及
ん
で

い
な
い
。

（
20
）
野
村
外
務
大
臣
あ
て
門
脇
書
記
官
「
学
校
補
助
金
ノ
件
」（
一
九
三
九
年
一
二

月
二
三
日
、『
在
外
日
本
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
』〈
第
五
巻
３
．
中
国
〉
外

務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
〈JA

CA
R

〉・Ref. 

B04011499200

）
第
二
七
〇
画
像
目
。

（
21
）
中
華
民
国
河
南
省
新
郷
日
本
尋
常
高
等
小
学
校
『
昭
和
十
五
年
度　

学
校
一
覧
』

（『
在
外
日
本
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
／
学
校
一
覧
表
関
係
』〈
第
一
巻
６
．
新
郷
〉

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。JA

CA
R

・Ref.B04011671100

）第
四
四
三
画
像
目
。

（
22
）
厚
生
省
研
究
所
人
口
民
族
部
『
大
和
民
族
を
中
核
と
す
る
世
界
政
策
の
検
討
』

（
一
九
四
三
年
）
三
〇
二
七
頁
。

（
23
）
出
澤
萬
紀
人
「
在
満
国
民
学
校
」（『
日
本
教
育
』
一

－

三
、一
九
四
一
年
六
月
）

七
二
頁
。

（
24
）
景
気
研
究
所
編 『
一
九
三
六
年
就
職
相
談
』（
千
倉
書
房
、
一
九
三
五
年
）
一
三
三

～
一
三
四
頁
。

（
25
）
文
部
省
国
民
教
育
局
『
昭
和
十
七
年
度　

壮
丁
教
育
調
査
概
況
』
五
三
頁
。
な
お

中
国
内
で
も
中
等
教
育
に
進
学
し
な
い
勤
労
青
年
向
け
の
青
年
学
校
が
特
に
国
策

会
社
内
に
私
立
と
し
て
置
か
れ
た
。
内
地
の
場
合
、
勤
労
青
年
が
同
一
年
齢
の
約

八
割
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
中
学
校
よ
り
青
年
学
校
の
ほ
う
が
学
校
数
・
就
学
者
数

と
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
が
、
中
国
内
で
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で

も
、
在
中
日
本
人
（
内
地
人
）
は
内
地
に
比
べ
て
か
な
り
高
学
歴
者
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

（
26
）�『
昭
和
九
年
度
共
益
会
事
務
報
告
書
』（
天
津
図
書
館
編
『
天
津
日
本
租
界
居
留
民

団
資
料
』
第
六
巻
〈
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
〉）
二
八
七
頁
。
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（
27
）�

以
下
、
大
柴
衛
（
在
北
京
日
本
大
使
館
副
領
事
）「
大
陸
の
学
校
」（『
日
本
教
育
』

一

－

一
二
、一
九
四
二
年
二
月
）
一
三
九
頁
。

（
28
）大
柴
衛（
在
張
家
口
日
本
大
使
館
副
領
事
）「
北
支
邦
人
教
育
の
現
況
」（『
興
亜
教
育
』

二

－

一
二
、一
九
四
三
年
一
二
月
）
三
九
～
四
〇
頁
。

（
29
）
以
下
、
出
典
は
本
文
中
に
て
冊
数
を
示
す
（
原
史
料
に
頁
数
の
表
記
は
な
い
）。

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、学
校
の
設
立
申
請
は
現
地
領
事
あ
て
に
な
さ
れ
る
が
、

こ
の
場
面
で
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
後
、
本
国
政
府
あ

て
に
な
さ
れ
る
在
外
指
定
の
申
請
書
類
に
添
付
さ
れ
て
い
る
設
立
趣
意
書
を
う
か

が
う
方
法
を
と
る
。

（
30
）�

順
に
、
石
門
日
本
高
等
女
学
校
、
北
京
日
本
商
業
学
校
（
と
も
に
第
五
冊
所
収
）、

太
原
日
本
中
学
校
（
第
六
冊
所
収
）
の
事
例
。

（
31
）
以
下
、
前
掲
『
北
京
日
本
中
学
校
校
史
』
六
二
〇
頁
。
な
お
、
一
期
生
の
卒
業
は

一
九
四
四
年
四
月
、
二
・
三
期
生
は
一
九
四
五
年
四
月
に
同
時
卒
業
。
同
校
は

一
九
四
五
年
八
月
に
閉
校
と
な
る
が
、
四
期
生
に
は
一
九
四
六
年
二
月
付
の
卒
業

証
書
が
授
与
、
残
る
五
～
七
期
生
に
は
在
学
証
明
書
を
与
え
離
校
の
措
置
が
と
ら

れ
た
と
い
う
（
同
、
四
七
頁
）。

（
32
）
太
原
日
本
中
学
校
同
窓
会
編
著
『
父
の
伝
言

－

日
中
戦
争
最
前
線
下
に
生
き
た
中

学
生
た
ち
』（
文
理
閣
、
一
九
九
〇
年
）
八
八
頁
。

（
33
）
前
掲
『
北
京
日
本
中
学
校
校
史
』
六
一
八
頁
。

（
34
）
宗
石
道
夫
編
著
『
回
想　

斉
斉
哈
爾
中
学
校

－

遙
か
な
る
我
幻
の
母
校

－

』（
サ
ッ

ポ
ロ
堂
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
七
～
二
〇
頁
。

（
35
）�

基
本
法
令
は
勅
令
二
一
三
号「
在
関
東
州
及
満
洲
国
帝
国
臣
民
教
育
令
」（
一
九
四
三

年
三
月
）。
以
上
、
槻
木
瑞
生
「
解
説　

在
満
日
本
人
教
育
の
歴
史
」（
磯
田
一
雄

ほ
か
編
『
在
満
日
本
人
用
教
科
書
集
成
』
第
一
〇
巻　

教
育
関
係
法
規
・
解
題
〈
柏

書
房
、
二
〇
〇
〇
年
〉）
参
照
。

（
36
）�

田
中
隆
一「
対
立
と
統
合
の「
鮮
満
」関
係 

― 「
内
鮮
一
体
」・「
五
族
協
和
」・「
鮮

満
一
如
」
の
諸
相 

― 

」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
五
二
号
、
一
九
九
六
年
九
月
）。

（
37
）
片
倉
衷
（
陸
軍
歩
兵
少
佐
・
対
満
事
務
局
事
務
官
）
の
発
言
。
対
満
事
務
局

「「
在
満
日
本
人
子
弟
教
育
経
営
要
領
」
ニ
関
ス
ル
一
部
事
務
官
会
議
議
事
要
録
」

（
一
九
三
六
年
八
月
四
日
、『
治
外
法
権
撤
廃
後
ノ
在
満
教
育
問
題
一
件
』〈
第
一

巻
分
割
２
〉
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。JA

CA
R

・Ref. B04012252400

）
第

一
一
六
画
像
目
。

（
38
）
関
東
軍
司
令
部
「
軍
後
方
施
設
（
案
）」（
一
九
四
一
年
四
月
二
六
日
、『
関
東
軍

関
係
訓
示
綴　

昭
和
十
六
．
三
．
一
～
十
六
．
八
．
二
二
』
防
衛
省
防
衛
研
究
所

所
蔵
。JA

CA
R

・Ref.C13010054700

）
第
八
六
四
画
像
目
。

（
39
）
閣
議
決
定
「
満
洲
開
拓
政
策
基
本
要
綱
」（
一
九
三
九
年
一
二
月
二
二
日
）
の
附

属
書
「
十
四　

開
拓
地
ニ
於
ケ
ル
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」（
大
東
亜
省
『
満
洲
開
拓

政
策
関
係
法
規
』
一
九
四
二
年
）
三
三
～
三
四
頁
。

（
40
）
西
浦
岩
男
（
龍
爪
在
満
国
民
学
校
）「
開
校
準
備
」（『
満
洲
の
教
壇
よ
り　

在
満

諸
先
生
随
筆
集
』〈
満
洲
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
四
一
年
〉）
二
七
～
三
二
頁
。

（
41
）「
関
東
州
及
満
洲
国
ニ
於
ケ
ル
日
本
人
教
育
令
説
明
資
料
」（「
在
関
東
州
及
満
洲

国
帝
国
臣
民
教
育
令
」
一
九
四
三
年
三
月
二
七
日
、『
公
文
類
聚
』
国
立
公
文
書

館
所
蔵
。JA

CA
R

・Ref. A
03010141300

）
第
二
七
一
～
二
七
二
画
像
目
。

（
42
）
満
洲
国
通
信
社
編
『
満
洲
開
拓
年
鑑
』（
康
徳
七
年
、
一
九
四
〇
年
版
）
四
一
六

～
四
一
七
頁
。

（
43
）
田
口
稔
（
満
鉄
総
裁
室
弘
報
課
）「
満
洲
移
民
地
の
教
育
問
題
」（『
教
育
』
六
―
九
、
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一
九
三
八
年
九
月
）
四
七
頁
。

（
44
）�
山
田
昭
次
編『
近
代
民
衆
の
記
録
６　

満
洲
移
民
』（
新
人
物
往
来
社
、一
九
七
八
年
）

四
四
〇
頁
。
満
蒙
開
拓
に
関
す
る
研
究
は
膨
大
に
あ
る
が
、
開
拓
地
の
教
育
に
関

す
る
研
究
は
み
あ
た
ら
な
い
。

（
45
）�

満
洲
国
通
信
社
編『
満
洲
開
拓
年
鑑
』（
康
徳
一
一
年
、一
九
四
四
年
版
）二
五
九
頁
。

（
46
）
島
谷
正
亮
（
奉
天
浪
速
高
等
女
学
校
教
諭
）「
在
満
女
子
教
育
論
」（『
興
亜
教
育
』

二

－

二
、一
九
四
三
年
二
月
）
八
五
頁
。

（
47
）
田
口
前
掲
「
満
洲
移
民
地
の
教
育
問
題
」
五
一
頁
。

（
48
）
瀬
尾
陸
太
郎
（
満
拓
公
社
経
営
課
）「
開
拓
地
小
学
校
卒
業
生
の
動
向
」（『
偕
拓
』

四

－

三
、一
九
四
〇
年
四
月
）
一
九
～
二
〇
頁
。

（
49
）�

同
二
三
頁
。二
％
と
い
う
数
値
は
前
掲『
在
満
日
本
人
教
育
施
設
要
覧
』（
一
九
四
三

年
度
、
三
一
頁
）
の
デ
ー
タ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

（
50
）
瀬
尾
前
掲
「
開
拓
地
小
学
校
卒
業
生
の
動
向
」
二
五
～
二
六
頁
。 

（
51
）
前
掲
『
満
洲
開
拓
年
鑑
』（
一
九
四
四
年
版
）
二
五
八
頁
。

（
52
）
例
と
し
て
天
津
日
本
中
学
校
の
学
則
を
み
る
と
、
中
学
校
令
お
よ
び
同
施
行
規
則

に
基
づ
い
て
「
帝
国
臣
民
ノ
男
子
」
を
教
育
す
る
も
の
と
さ
れ
、
外
国
人
の
入

学
希
望
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
妨
げ
な
い
限
り
監
督
官
庁
の
承
認
を
経
て
許
可

す
る
こ
と
を
得
る
、
と
さ
れ
て
い
る
（『
在
外
日
本
人
各
学
校
関
係
雑
件
／
在
北

支
ノ
部
／
天
津
日
本
中
学
校
』〈
１
．
一
般
及
雑
〉
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。

JA
CA
R

・Ref. B04011968400

、
第
二
〇
画
像
目
）。

（
53
）
大
柴
前
掲
「
太
平
洋
戦
争
中
在
支
邦
人
学
校
状
況
」
九
頁
。

（
54
）
木
佐
貫
浩
蔵
（
朝
鮮
総
督
府
北
京
出
張
所
嘱
託
）「
北
支
在
住
半
島
同
胞
の
概
況
」

（『
北
支
那
』
六

－

二
、一
九
三
九
年
二
月
）
三
七
～
三
八
頁
。
経
歴
等
は
「
寄
稿

者
紹
介
」
欄
よ
り
。

（
55
）�

朝
鮮
総
督
府
北
京
出
張
所
『
在
北
支
朝
鮮
人
概
況
』（
一
九
四
一
年
六
月
）
一
～
二
、

五
～
六
頁
。
同
書
に
よ
る
と
、
華
北
在
住
朝
鮮
人
の
職
業
は
「
無
職
」「
其
他
ノ

職
業
」
を
除
く
と
、「
農
業
」「
食
料
雑
貨
商
」「
店
員
」「
銀
行
会
社
員
」「
料
理
屋
」

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
戦
時
下
中
国
へ
の
朝
鮮
人
の
流
入
に
つ
い
て
は
、
木
村
健

二
ほ
か
「
戦
時
下
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
中
国
関
内
進
出
に
つ
い
て
」（『
青
丘
学
術

論
集
』
第
二
三
集
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
56
）
天
津
で
の
例
は
、
天
津
居
留
民
団
編
『
天
津
居
留
民
団
三
十
周
年
記
念
誌
』（
同
、

一
九
四
一
年
）
四
三
八
頁
。
済
南
で
の
例
は
、朝
鮮
銀
行
京
城
総
裁
席
調
査
課
『
内

地
、支
那
各
地
在
住
の
半
島
人
の
活
動
状
況
に
関
す
る
調
書
』（
一
九
四
二
年
七
月
）

八
四
頁
。 

（
57
）
大
柴
前
掲
「
大
陸
の
学
校
」
一
三
九
頁
。

（
58
）
原
田
種
雄
（
文
部
省
教
育
調
査
部
）「
興
亜
教
育
の
一
環
と
し
て
の
在
外
邦
人
子

女
の
教
育
」（『
興
亜
教
育
』
一

－

一
、一
九
四
二
年
一
月
）
八
〇
頁
。
な
お
朝
鮮

人
は
「
北
支
」
で
、
台
湾
人
は
「
南
支
」
で
高
く
な
る
と
の
地
域
差
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
59
）
大
柴
前
掲
「
北
支
邦
人
教
育
の
現
況
」
四
五
頁
。
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
在
中
朝

鮮
人
を
め
ぐ
っ
て
外
務
省
と
朝
鮮
総
督
府
は
連
携
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
朝
鮮
総

督
府
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
在
満
朝
鮮
人
教
育
は
一
部
を
除
い
て
満
洲
国

に
移
管
さ
れ
た
か
ら
、
在
中
朝
鮮
人
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
そ
の
挽
回
と
い
う
意
味

合
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
60
）
崔
瑨瑨
淳
（
天
津
日
本
高
等
女
学
校
教
諭
）「
北
支
に
於
け
る
半
島
児
童
の
教
育
に

就
い
て
（
二
）」（『
北
支
那
』
六

－

四
、一
九
三
九
年
四
月
）
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
。
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（
61
）
在
天
津
総
領
事
栗
原
正
あ
て
北
京
日
本
居
留
民
会
会
頭
・
藤
原
正
文
「
朝
鮮
人
児

童
教
育
ノ
臨
時
弁
法
ニ
関
ス
ル
認
可
申
請
」（
一
九
三
四
年
三
月
十
五
日
、『
在
外

朝
鮮
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
』
第
一
巻
〈
３
．
中
国
（
１
）
一
般
〉
外
務
省
外

交
史
料
館
所
蔵
。JA

CA
R

・Ref. B04012233200

）
第
八
六
～
八
七
画
像
目
。

（
62
）
大
柴
前
掲
「
大
陸
の
学
校
」
一
三
九
頁
。

（
63
）�

渡
部
前
掲
「
在
外
指
定
学
校
四
〇
年
の
歴
史
に
つ
い
て
」（
八
二
頁
）
に
よ
る
と

当
初
、
指
定
権
者
は
文
部
・
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
関
東
都
督
、
韓

国
統
監
、
在
満
全
権
大
使
な
ど
現
地
統
治
機
関
の
代
表
が
加
わ
る
。
そ
の
後
、
文

部
省
は
一
九
四
二
年
一
一
月
の
行
政
機
構
改
革
で
外
れ
、
外
務
省
も
「
大
東
亜
地

域
」
に
つ
い
て
は
大
東
亜
省
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
一
九
四
三
年
一
二

月
以
降
は
、
南
方
占
領
地
に
つ
い
て
は
陸
・
海
軍
大
臣
の
担
当
に
な
る
が
、
確
認

で
き
る
限
り
両
者
に
よ
る
指
定
は
ゼ
ロ
、海
軍
省
は
規
程
す
ら
制
定
し
て
い
な
い
。

（
64
）
大
柴
前
掲
「
北
支
邦
人
教
育
の
現
況
」
四
二
頁
。
大
柴
自
身
が
「
教
育
領
事
」
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
南
方
進
出
に
と
も
な
っ
て
一
九
四
一
年
に
バ
タ

ヴ
ィ
ア
・
マ
ニ
ラ
総
領
事
館
に
も
置
か
れ
る
と
さ
れ
た
（
勅
令
七
九
三
号
）。

（
65
）
前
掲
『
恩
給
法
施
行
令
上
在
外
指
定
学
校
』
第
一
冊
～
第
六
冊
。
外
務
省
か
ら
文

部
省
へ
廻
送
さ
れ
た
時
点
で
「
指
定
可
然
モ
ノ
ト
認
ム
ル
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
付

さ
れ
て
い
る
。
文
部
省
も
そ
の
通
り
処
理
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
66
）�

坂
井
喚
三（
文
部
省
督
学
官
）「
在
支
邦
人
の
子
弟
教
育
」（
興
亜
院
政
務
部『
思
想
、

教
育
、
宗
教
、
学
術
に
関
す
る
調
査
報
告
会
速
記
録
』
一
九
四
〇
年
）
一
八
一
～

一
八
二
頁
。
な
お
興
亜
院
は
中
国
人
に
対
す
る
教
育
・
文
化
工
作
を
管
轄
す
る
。

（
67
）「
内
地
以
外
ノ
地
域
ニ
於
ケ
ル
学
校
ノ
生
徒
児
童
卒
業
者
等
ノ
内
地
学
校
ヘ
入
学

及
転
学
ニ
関
ス
ル
件
」（『
学
生
生
徒
総
規　

昭
和
十
八
年
～
昭
和
二
十
年
』
国
立

公
文
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号
は
本
館-3A

-033-00

、
昭
59
文
部02456100

）。

（
68
）
田
口
前
掲
「
満
洲
移
民
地
の
教
育
問
題
」
五
一
頁
。
満
洲
開
拓
民
と
現
地
民
族
と

の
接
触
場
面
に
つ
い
て
は
最
近
、
着
目
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
細
谷
亨
『
日
本
帝
国

の
膨
張
・
崩
壊
と
満
蒙
開
拓
団
』（
有
志
舎
、二
〇
一
九
年
、初
出
は
二
〇
一
六
年
）

第
五
章
が
あ
る
。

（
69
）
在
外
指
定
敦
化
尋
常
高
等
小
学
校
・
阿
川
昭
「
満
洲
に
於
け
る
日
本
人
初
等
教

育
の
特
殊
性
と
教
育
の
方
法
」（
一
九
三
六
年
六
月
、『
在
外
日
本
人
学
校
教
育

関
係
雑
件
』
第
四
巻
〈
３
．
満
洲
国
分
割
１
〉
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。

JA
CA
R

・Ref. B04011497700

）
第
三
一
〇
画
像
目
。

（
70
）
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
移
民
に
と
っ
て
現
地
へ
の
同
化
は
「
退
化
」
を
意
味
し
そ
れ

を
拒
否
す
る
も
の
と
し
て
日
本
主
義
教
育
論
が
噴
出
し
た
こ
と
、
対
し
て
現
地

領
事
は
排
日
を
懸
念
す
る
立
場
か
ら
そ
れ
を
抑
制
す
る
側
に
ま
わ
っ
た
こ
と
な
ど

は
、拙
稿「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
移
民
の
教
育
と
日
本
国
家
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』

五
二

－

一
、 

二
〇
二
〇
年
六
月
）、
同
「
日
本
人
の
同
化
問
題 

― 

ブ
ラ
ジ
ル
で

の
日
本
主
義
教
育
の
実
践
を
め
ぐ
っ
て
」（
同
五
二

－

二
、二
〇
二
〇
年
九
月
）。

（
ふ
く
し
ま　

ひ
ろ
ゆ
き
・
福
岡
大
学
人
文
学
部
）
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Formation of an Education Network by the Empire of Japan: 
The Rapid Growth of Japanese Schools in Manchukuo and China

FUKUSHIMA Hiroyuki

Abstract

　　 This article analyzes how Japanese schools multiplied in Manchukuo and China in the 

1930’s after Japanese military occupation.   It is important to note that these schools were 

authorized by the Japanese government as equal to those of mainland Japan and its colonies.  

This means that these schools were connected to the network of the Empire of Japan and 

expanded it.  This network was especially stabilized by the establishment of junior high 

schools.  Furthermore, Japanese elementary schools were even founded in undeveloped land 

in Manchukuo.  However, the schools located in these areas tended to be isolated due to the 

lack of support by the Japanese government.  On the other hand, in addition to Japanese 

people, Korean people joined this network as “Japanese subjects”.  Some Japanese schools 

had more Korean students than Japanese ones.  Hence, Japanese assimilation was enabled.  

For Japanese people, the area was, as it were, the frontier.

 


